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レンの感じている衝撃の強さがわかります。
　目の前で母親が巨人に食べられてしまう体験
をして，エレンは巨人を倒す使命に燃え，戦闘
訓練に明け暮れ，巨人と戦える技術を身につけ
たと思い，実際に巨人に戦いを挑んだその初日
に，自分がいかに無力であったかを実感するこ
とになります。巨人に捕食され，その胃の中へ
入ってしまいます。
　スライド19は巨人の胃の中のエレンのマンガ
のコマを示しています。

　エレンは，手を切り取られて胃液の中に沈ん
でいく瞬間でも「巨人をやっつけてやる，駆逐
してやる」と叫んでいます。
　胃液の中に消えていくと，底のところから手
がニョキニョキっと出てきて，なんとエレンが
巨人に変身して現れるという展開になります。
スライド20で示したのは，手が巨人の中から出
てきて，エレンの巨人が現れてくるところのマ
ンガのコマです。

　巨人に変身したエレンは他の巨人たちを倒し
ていきますが，ある時自分自身で自分の顔を殴
りつけ，倒れて，巨人としての意識を失ってし
まいます。そうするとどういうことが起こるか
と言うと，巨人の体に同化しているエレンの意
識が現れ，そのエレンが「おれは…」と戸惑い
の言葉を発します。巨人の首の根元のあたりに
エレンの身体があるのですが，「今…なにして
るんだ。座っているのか…」というように彼は
徐々に自分の体について意識し始め，結果的に
思い出すのは，巨人に食べられてしまって，い
ないはずの母親とその他の家族と一緒にいる平
安の家庭の様子なわけです。彼は両親が健在で
その中に自分もいると思い込んでいる。エレン
は家族と一緒に平穏な生活を送っていると実感
しているのです。そのようなエレンを目覚めさ
せようとするのは友達のアルミンです。スライ
ド21はアルミンがエレンに語りかけている様子
を示しているマンガのコマです。

　アルミンは巨人の体の首のところで，エレン
の本体があるあたりに向かって声をかけます。

「巨人の体なんかに負けるな�とにかく早く�
この肉の塊から出てくるんだ�」と言って目覚
めさせようとします。目覚めさせようと非常に
努力するんですが，なかなか届きません。エレ
ンの記憶に関わるようなことをアルミンは言い
ます。「お母さんを殺したやつが憎いんだろ！」
などと言うわけですが，うまくいかない。当然
です。エレンの目の前には母親がいるのですか
ら。

スライド19
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　エレンが見ているのは，自分が家の中にいて，
母親がいるという平穏無事な家族の姿です。そ
れが彼の現実ですので，それを否定することは
できない。そんな家の中からエレンは窓の外か
ら声をかけてくるアルミンを見ています。アル
ミンは，「どうして」と言って，「外の世界に行
きたいと思ったの？」と根源的な問いをエレン
にします。その場面を示しているのがスライド
22のマンガのコマです。

　それを聞いてエレンはやっと気づきます。「オ
レが，この世に生まれたからだ」と自我の目覚
めが起こります。エレンの自我を目覚めさせる
ためには，根源的な問いかけが必要でした。こ
の目覚めと同時に巨人の意識も目覚め，巨人は
動きだします。

　このようなエピソードの流れを見ると，「進
撃の巨人」にも「感情の谷」のモデルが当ては
まります。まずエレンは「激情」にかられます。

「激情」にかられますが，それですぐに巨人に

なるわけではありませんでした。巨人になるに
は，ほぼ完全に死んだような状態で激情を体験
しなければならなかった。そこまでならないと
巨人にならなかったのですから，激情だけでは
足りない，それでは乗り越えられないバリアが
ある。ほぼ完全に死ぬといった危機状態になっ
て初めて乗り越えられるバリアで，それを超え
てしまうと巨人になってしまいます。一度巨人
に変身してしまうと，今度は心の奥底に平穏な
家族がいるということが示すように，そこから
出たいと思わない。つまり，ここにもバリアが
あって，現実に戻さないような仕組みになって
いる。これを乗り越えるのには，相当のことを
しないといけない。マンガでは親友のアルミン
が外からやって来て，エレンの自我に語りかけ，
根源的な自覚を促さないといけなかった。

　このように，「進撃の巨人」で「感情の谷」
を考えてみると，スライド24に示したように，
まずは，無意識に入るには死に至るほどの「激
情」が必要である。無意識世界に入りにくいと
いうのは，当然のことですが，その無意識世界
に入ると巨人が機能するようになる。意識と無
意識が明確に区切られていて，その境界を越え
ていくためには相当の力が必要だ，死ぬほどの

「激情」が必要だということです。無意識から
出るにはまた抵抗があって，無意識世界の方が
実は居心地が良い。親が生きている平穏無事な
世界というイメージですから，そこから抜け出
せない。外部からの援助者が来る必要があって
目覚め体験が生じるということになります。
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常にあいまいになっている。その際に必要なの
は，現実世界の他者の存在です。
　ここで，アニメーション，マンガと臨床心理
学との関係に簡単に触れてみたいと思います。
今までお話ししたように，心の病とか精神病理
に近いものは非常にたくさんアニメーション，
マンガに描かれています。そうした「感情の谷」
から現実世界に戻ってくるというふうに描かれ
るわけです。

　ここに示したスライド32は，応用心理学会の
シンポジウムにディスカッサントとして参加し
た時に出した図です。横軸には発達段階が示し
てあり，縦軸にマイクロカウンセリング技法の
階層があります。横軸の発達段階についてのア
セスメントを行って，斜め線の現実レベルを評
価し，それに対応したマイクロカウンセリング
の技法を当てはめていく。発達段階のアセスメ
ントと技法の対応ができるのでは？というよう
な話題を提供しました。この図に，今日の登場
人物を当てはめてみたいと思います。マンガの
東丈やエレンは年齢がだいたい中高校生に設定
され，形式的操作のレベルまで至っているでし
ょうから，これに対応したマイクロカウンセリ
ング技法はかなり高度なもので大丈夫というこ
とになると思われます。
　しかし，アニメーションの東丈は退行してい
ますので，その発達レベルをアセスメントして，
例えば感覚的運動レベルとアセスメントされる
とすると，使用可能なマイクロカウンセリング
技法も制限されてくると思われます。

　マイクロカウンセリングをあまりしっかり勉
強しているわけではないので，誤解があるかも
しれないのですが，相互作用には ２ 人の人間が
必要であるということが書かれていて，そこに
は同化と調節の機能が働くということと思いま
す。例えば，いじめにあって，それが個人の中
の情緒的ストレスになる。

　そしていじめ体験が孤立し，断片化してしま
うと社会的な不適応状態に陥ることも起こる。
孤立している体験を，他者との関係で，例えば
セラピストとの関係で，個人のライフスパンの
中の １ つの経験であると位置づけられるような
れば社会的な適応が可能になる。 １ つの体験が，
例え受け入れにくいものであっても，人格の中
に位置づけられ，社会的に適応的な行動が出来
るようになると思われます。
　このように考えてきますと，「幻魔大戦」の
東丈や「進撃の巨人」のエレンには，彼らの「感
情の谷」に外部からの他者がやってきて，そこ
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から外に連れ出す役割を担っていました。二者
関係の中で，主人公の断片化した体験が，援助
者の支援によってライフスパンの中のひとつの
体験として位置づけられるようになったと理解
できます。
　しかし，最近のアニメーションはこういう図
の中のもっと前の段階，つまり，死のレベルま
で行ってしまっています。「天気の子」では，
２ 人だけの世界で「大丈夫だ」と言うのみで社
会との関連性が全くなくてもOKのようです。
とはいっても現実的にはOKなはずはないと思
います。
　ここで示したスライド36は「進撃の巨人」か
らのものです。

　このコマも，エレンが始祖に後ろから抱きつ
いていますが，両者の間に対話が成り立ってい
るわけではないことを示しています。対話が成
り立たず，宣言するのみで，他者との関係を必
要としないというような自閉的な世界が描かれ

ているように見えてしまいます。これは非常に
ゆゆしきことであると思います。

　しかしその一方で，スライド31に示した「鬼
滅の刃」ですが，最初，禰豆子 １ 人の手だけが
炭治郎を引っ張り上げようとするのですが，結
局禰豆子 １ 人では足りなくて，他の多くの仲間
の手が一緒になって炭治郎を引っ張り上げよう
とします。それに対して鬼舞辻無惨の方は，彼
１ 人なので，そうした力に抗しきれません。手
を離してしまって，炭治郎が引っ張り上げられ，
炭治郎は上の世界に行く。鬼舞辻無惨は １ 人死
の世界に取り残されると描かれます。

　「鬼滅の刃」では，死の世界から竈炭治郎を
救うのは，多くの仲間の共通の願いなのです。
共通の願いを持った人々が，死の世界との境界
線のところに，手を差し伸べてくる，というこ
とですので，多くの人たちが，死の世界（無意
識世界）を共有することになるのだろうと思い
ます。共有するような無意識世界，言い換えれ
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ばそれだけ仲間との一体化が強いということで
す。炭治郎からすれば，それは仲間への依存と
言い換えられると思うのですが，一体化，ある
いは依存というようなものが，死の世界から現
実世界に戻すという手段になっていると思えま
す。

　現在のアニメーション，マンガの世界をまと
めてみると，スライド39に示したように，「感
情の谷」というところに主人公が落ち込んでい
って，そこに他者が救助にくるというのが，パ
ターンとしてあります。その「感情の谷」は無
意識世界だったり，死の世界だったりするとい
うように位置づけられます。救助者は現実世界
から無意識世界，あるいは死の世界にやってく
る。外部から他者がやってくるということで考
えると，現実と無意識世界，生と死の境界が非
常にあいまいになっている。最近では「感情の
谷」から出なくてもよい，あるいは，多くの人
が「感情の谷」を共通に体験するというふうに
なってきて，その「感情の谷」の中に居続けて
もいいのだ，というような閉じこもりの方向性
と，多くの人たちが無意識世界を共有するとい
ったような，一体化の方向性との ２ つの方向性
に，二分化しているというようなことがあるよ
うに思います。それは言い換えれば，現実への
適応の必要性をメディアが示していない，現実
に戻ってものをいうことをしない，現実にどの
ように適応するのかということに関しては何も
語らない，ただ一体化する，閉じこもる，それ
で良しとする。

　そうすると同化と調節といったような現実世
界の対人関係の中で行っているような関わり，
心の働きは，アニメーション，マンガでは考慮
されず，他者との関係を切り孤立するか，依存
するか，のどちらかを強調する。要するに葛藤
をどのように解消するのかという現実的なモデ
ルを示さないというのが，最近のアニメーショ
ン，マンガなどのメディアの特徴となっている
ように思えます。ということは，言い換えると，
カウンセリングに必要な二者関係がそもそも成
り立ちにくいような状況が描かれているという
ことになると思うのです。
　これで今日のお話は終わりにしたいと思いま
す。ご清聴，どうもありがとうございました。

福原　横田先生，どうもありがとうございまし
た。横田先生にはいろいろな考える材料を提供
していただいたかと思います。マンガがはやっ
たのは日本では1950年代くらいですか？　その
頃は，世界でも珍しいことであって，先生はい
ち早く映像関係からそこに入り込まれて研究な
さっていった。そこに，空想の世界とか，無意
識の世界とか，意識の世界とか，そういうこと
に気づかれながら，人間を対象とした臨床とい
うことを考えられた。そういうことを含め，多
くの課題をもちながら外国に留学され，さらに
オーストラリアとか，他の米国以外の国にも招
待されると，そこで注目を浴びてご招待される
というようなことがあって。私は，そこいらへ
んにも非常に関心があるんですね。そもそも，

スライド39
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無意識の世界とか，意識の世界とか，ユングあ
たりもいろいろんな考えさせる材料を提供して
くれましたけれども，こういう形で，私たちに
そういうことを考えさせてくれるっていうのは，
その1950年代くらいの頃からでありましょうし，
それから，数少ない先生のようなアニメ研究心
理学者っていう方がお出になって，世界にまた
投げかけてくださる。そこで，「死の世界」だ
とか，先生もご関心のある国際的な見方ってい
うかね，そのあたりも私は非常に関心があるん
ですね。長年先生がその研究を続けられて，実
際には臨床心理の世界に入られて，現実のもの
としての人間とも対応されている。そこにはそ
ういう流れを勉強してきておられる先生の学問
的背景というか，それこそ，基礎，それから実
践というものがコラボしていると。だから，今
後先生が，そういう国際比較などについても教
えていただければありがたいと思います。だか
ら，幾重にも先生のお話を聞いていると本当に
刺激的です。
　私たち，応用心理学会のワークショップで先
生にメインスピーカーになっていただいて，シ
ンポジウムをさせていただいたんですけれども，
それをきっかけにマイクロカウンセリング研究
において，これは，多様性のある人間の同質性，
異質性にきいていくというものであると自負し
ていながら，さらにマクロ的な視野でマイクロ
カウンセリングを眺めるという問題を投げかけ
ていただいていると思います。さらにまた今回，
先生のこういったお話をお聞きし，奥深いなぁ
と思いますね。そのお話は奥深いし，それもた
らしている背景的な学問と言うか，まあ，その

一端に参加させていただいたというのは私たち
幸せだ，よりマイクロカウンセリングの研究に
励み，またもうちょっと広くこれを展開してい
こうと思います。
　そこで，今では human-in-relation（関係性
の中の存在としての人間）ということが非常に
問題になっておりまして，これが，いまやそれ
が難しい，そのアニメ的な考え方によるとね。
でも実際には今われわれは，コロナ禍の中ソー
シャルディスタンス等，非常に寂しい思いをし
ているという中で，このような human-in-rela-
tion をどのように考えていき，それが望ましい
ものならば，アニメの世界とrelationの世界と
いうものを融合させていくというか，そんなこ
とを考えることも，私たち臨床家というか，援
助の分野の人たちにとって社会のためにも大事
なことかなぁと思っています。だから，先生，
本当に貴重なお話をありがとうございました。
　ついでながらこの席をお借りして，東京で ７
月に開催する予定の国際会議に先生は招聘スピ
ーカーとしてご了承いただいております。また，
よろしくお願いいたします。

横田　どうぞよろしくお願いいたします。この
後，ちょっと所用がありますので，申し訳ない
ですけれども。

福原　どうも。それでは，後ほどお伝えし，ご
指導をいただきたいと思います。ありがとうご
ざいました。

横田　どうもありがとうございました。



日本マイクロカウンセリング学会　令和 2 年度　第12回学術研究集会 45

福原　こんにちは。お疲れ様です。本日お陰様
で順調に進んでおりまして，横田先生にも良い
お話を伺いました。玉瀬先生が聞きたいとおっ
しゃっていたことをピンポイントでお聞きする
ことができなかったので，また後ほど。
　最終のセッションがシンポジウムです。これ
は，先にスピーカーとしてご予定していた横田
先生が貴重なお話を残して去られましたが，ま
た，そういうことも意識しながら，この「若者
とメディア」というテーマで先生方にお話しい
ただくということになっております。司会は，
お隣にいらっしゃる浅妻先生にメイン司会をお
願いし，私はサブ司会で，共同司会をさせてい
ただきます。急に決まったことですが，どうぞ
ご承知おきくださいませ。よろしいでしょうか。
はい，それでは浅妻先生，お願いします。

浅妻　はい。早速ですが「若者とメディア」と
いうテーマでシンポジウムを始めさせていただ
きたいと思います。話題提供者としてお三方の
先生にお願いをしております。最後に指定討論
者として玉瀬先生にまたご討論いただきたいと
思っております。
　それではまず，藤田先生からスピーチをお願
いいたします。

藤田　日本マイクロカウンセリング学会会員の
皆様こんにちは。日本体育大学の藤田と申しま

す。今日は，会長の福原先生，指定討論の玉瀬
先生から「大学教育」，特に「学生気質」につ
いて話題提供をしてほしいとのことでございま
したので，僭越でございますが，お話をさせて
いただきたいと思います。どうぞよろしくお願
いいたします。

　私がお話する目的は，抄録集に概要が掲載さ
れておりますので，ご確認ください。私は，大
学の教職課程で仕事をさせていただいています
が，そこで接触している学生さんたちは，われ
われの年代と若干違っている印象がありますの
で，それも含めて少し遡った話をさせていただ
きたいと思います。途中で脱線することがある
かもしれませんが，どうぞお許しください。
　まず，「学生気質」について，今の若者たち
と少し前の若者たちがどういう状態だったのか
を調べてみました。だいぶ前になりますが，昭
和60年にNHKが面接による調査を実施してい
ます。それが １ 冊の本（『日本の若者：その意

2. シンポジウム

司　　　会　浅妻直樹
　　　　　　福原眞知子
話題提供者　藤田主一（日本体育大学）
　　　　　　寺川亜弥子（茨城県スクールカウンセラー）
　　　　　　田中道弘（埼玉学園大学）
指定討論者　玉瀬耕治（奈良教育大学）

スライド 1
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識と行動』1986）になって出版されています。
その本には，面接を受けた方々の具体的な数字
が載せてあります。この本を見ていますと，非
常に面白いことがわかりました。昭和60年です
から，今では40代から60代くらいの方々です。
若い時の様子が本の中にたくさん載っておりま
した。その中に，当時の若者たちが自分専用と
してどのような持ち物を持っていたのかについ
て，イラストを描いて説明している箇所があり
ました。今日のようにパソコンが普及している
時代ではなかったようで，パソコン ５ ％，テレ
ビゲーム ９ ％という数字です。このような中で
生活していたということが分かります。さらに，
当時の中学生，高校生，大学生に「カッコイイ」
と思うこと，例えば，いろいろなメディアの影
響などを含め，当時の若者にとって何がカッコ
イイのかをチェックしてもらいました。そうす
ると，中学生と高校生にとって １ 番だったのは，
外国語，特に英語が良くできると，その人はカ
ッコイイという印象があるようですね。これに
対して，大学生になると自分のやりたいこと，
あるいは職業に生きがいがあるかどうかという
ところへ，カッコよさがシフトしてくることが

分かりました。
　一方，他者とのコミュニケーションの仕方は
どのようであったかについて，年代ごとにグラ
フ化されておりました。スライド ３ の左側です
が，特に １ 番上のグラフを見ると，「相手の話
がおもしろくなくても熱心に聞くようにしてい
る」という比率が，年代と共に上がっています。
この比率が発達の指標なのかどうかはわかりま
せんが，数字的にはその傾向が見えています。
もちろん，他者とのコミュニケーション，他者
とのかかわり方をきちんとできるのかと，ある
いはできないのかというところが問題であるよ
うな気がします。
　その本に書かれていたものをまとめると，下
のスライド ４ のようになり，大きく ３ つの特徴
があるかもしれないと思います。

　 １ つは，当時が物質的に豊かな時代に入って
いたことです。個室があり，ポケットにはカー
ドがあり……などといった具合です。 ２ つは，
外から多くの情報，メディア的な情報が押し寄
せ，毎日，それを浴びているような日常生活ら
しいのです。先ほどのご講演にもありましたけ
れども，テレビとマンガ，アニメーションが生
活の中心に入り込んでいるということになりま
す。 ３ つは，体格が良くなっていることです。
　そして，この時代の若者に認められる自画像
が ５ つくらいにまとめられると思われます。例
えば，「自分らしく自分に忠実に生きる」「ネは
まじめでネアカである」「大勢でワイワイする
ように頑張る」のです。しかし，「ワイワイす
ることで意外に疲れている」という自画像があ
るらしいのですね。
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　一方，コミュニケーションの問題ですが，「お
互いがお互いを侵食しないような形で人間関係
を保っていく」というあり方が，数字の上に表
れているようです。面白いのが ２ つ目で，笑う
ということに対して，今までの笑いとはどこか
違った笑いを求めていたようなのです。重たく
意味深い笑いではなくて，ちょっととんでいる
ような軽い笑い，そういう笑いをいつも体験し
ていたい，この時代，そういう若者がいる日本
社会であったのかと思います。
　下のスライド ５ は，1989（平成元）年 ５ 月 ９
日付の朝日新聞の記事です。

　この新聞記事を保存しておいてよかったと思
っていますが，当時の若者たちが「ふれあい恐
怖」というものを持っているらしいということ
が分かります。ひところ五月病という言葉があ
りましたけれども，五月病に変わるものとして，
この「ふれあい恐怖」という事実が，メディア
をとおして日本社会へ発信されていたのかなと
思います。

　新聞に掲載されていた内容をまとめると，ふ
れあい恐怖というのは，他者と「雑談ができな
い」「会食ができない」という症状です。典型

的な症状では，授業やクラブ活動には出るけれ
ども，その後は他者と群れず，自分の世界で生
きてしまうということです。顔を合わせて軽い
笑いはするけれど，深く付き合うことはなかな
か難しいのです。表面的な付き合い方は何とか
こなすけれども，中に入っていくことが難しい
ということらしいのです。しかし，それが他者
に対して，特に保護者に対して迷惑をかけてい
るわけではないので，保護者も，子どもが元気
で生きているから，あるいは普通に生活してい
るからということで見過ごしてしまっているこ
とがあるようです。これは当時の新聞記事です
が，今の私たちにも通じるものがあるように思
いました。何人かの学校の校長先生に伺ったの
ですけれども，今の新採用の先生方はなかなか
保護者と話ができないのだそうです。保護者の
前に座ると，萎縮してしまったり，思うように
言葉が出なかったりする……と。しかし，SNS
を駆使したり，スマホ等で文字を打ち込んだり
することは得意なのですが，顔を合わせて相手
の感情的な表情を見ながら話をするのは苦手に
なっている……，そういうことを，校長先生は
新しい先生方，新人の先生方に対する評価とさ
れているのです。
　今回のテーマは「メディアと学生気質」とい
うことですが，会長の福原先生も名誉会員でい
らっしゃる日本応用心理学会が，今から数年前
に『現代社会と応用心理学』という ７ 冊のシリ
ーズ本を出版しました。

　その中に『クローズアップ：学校』と『クロ
ーズアップ：メディア』という分冊本がありま
す。もちろん，「学校」は教育心理学的なテー
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マが多く，「メディア」は社会心理学的なテー
マが多くなります。スライド ７ は，そのときの
７ 冊の表紙を載せたものです。

　「学校」のテーマをご覧になっていただきま
すと，トピック26までは学校が今抱えている問
題がまとめられています。後ほど，トピック24
の話を少しさせていただきたいと思います。

　「メディア」についてはもちろん，社会心理
学的な問題が多く，マイクロカウンセリングの
立場として考えているメディアと，若干違うか
もしれないと思います。

　現在，私は日本体育大学に所属しています。
この大学は創立から125周年が過ぎ，伝統のあ
る大学の １ つになっています。日体大について，

皆様はどういうイメージを持っているでしょう
か？　例えば，オリンピックで金メダルを取っ
た数は，わが国の金メダリストの ４ 分の １ です。
画像にも皆様がよくご存じのアスリートの名前
があるかと思います。また，日体大独特の「エ
ッサッサ」という応援のスタイルは，ライオン
を形取ったものです。集団行動は，息を整えて
一糸乱れぬ同じ行動をするということで，テレ
ビ等でも中継されて大きな話題になっています。
　私が日体大で担当している教職課程は，かな
り大きい組織です。どのような心理教育を行っ
ているのかについて， １ 年次から ４ 年次まで特
に心理系の科目を並べてみました。

　 １ 年次は，一般教養の心理学です。しか ２ 年
次になると教育心理学，そして ３ 年次では，教
育相談，生徒指導，学習指導，臨床心理学，発
達心理学など，学生たちはこのような科目を履
修することになります。このような心理教育の
中で，いかに現場で，特に教師になったときに
何が必要になるのかについて，学部の学生のと
きにしか学ぶことができないこともあります。
したがって，具体的な実践教育，学校現場とい
うものをいろいろ教えていきながら，現場に即
した中身を学んでいただくようにしています。
　また日体大では， ５ 年に一度， １ 年生から ４
年生までの学生を対象に，生活実態調査を実施
しています。かなり古い調査も残っていますが，
ここでは最近である2004年調査から2019年調査
までの ５ 年に一度の調査結果を取り上げてみま
した。 ４ 月のオリエンテーションのとき， １ 年
生から ４ 年生までの学生に調査用紙を配り，回
答していただく方法です。全員ではないのです
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が，合計で4,000名から5,000名になります。調
査した結果をデータ処理して平均値を算出する
と，大まかですが，日体大の学生の様子がどの
ように推移しているのかが分かってきます。
　日体大は，教職を履修する学生が非常に多く，
７ 割～ ８ 割の学生が教職課程を取ります。トッ
プアスリートの方でも，アスリートが終了した
後に中学校，高校の指導者になりたいと思い，
教職を取られます。毎年，約1,100名～1,200名
の学生が，教育実習へ行きます。他の大学もそ
うだと思いますが，学生が全国に散らばります
ので，北海道から南の島まで，実習校には必ず
大学教員が訪問してご挨拶します。実習をお願
いしている学校へ行ってご挨拶し，授業を見学
して帰ってくることをしています。その学生た
ちは，教員免許状の取得をどのくらい望んでい
るのかというデータがあります。スライド12に，
５ 年に一度の調査データを並べてみました。

　統計の仕方が違っているので，お見苦しいか
もしれません。棒グラフの長さに惑わされない
でいただきたいのですが，2004年は人数になっ
ています。それ以外はパーセントになっていま
す。これをご覧になりますと，「先生になりたい」

「できればなりたいと」と思っている学生たち
は結構多かったのですね。ただ最近は，「取れ
るのだったら取っておこう」という学生が目立
っているように思います。これが学生気質なの
かどうか分かりませんが，「自分から進んで，
ぜひ先生に」という学生以上に多いのです。「一
応，取れるものなら取っておこう」という意識
で，「教員になるかならないかはそのとき次第」
と表現している学生たちが意外と増えていると

感じています。ただ，中には本当に教師になり
たいと思い， １ 年生のときから学内にある教職
のための塾に通ってきて，例えば面接の仕方，
事例の勉強，あるいは採用試験の準備など，そ
ういう学習を自分から進んでやっている学生も，
人数は多くありませんけれどもいるのです。し
かし，大多数の学生たちは，これも学生の質的
変化かもしれませんが，「取れるのだったら資
格を取って，チャンスがあったら教師になれば
よい」と思っているようです。
　教師を目指す大学生について，先ほどの『ク
ローズアップ：学校』の中の「教師をめざす大
学生」というトピックを眺めると，いくつかの
テーマが浮かび上がってきます。 １ つは，現在，
教員免許状取得のために「介護等体験」の単位
が必要になっています。学生は「介護等体験の
意義は何なんだろう」と思っています。当初は，

「面倒くさい」とか，あるいは「先輩の話では
かったるい」とか，そういうことを聞いて実習
へ行くのですが，実習から帰ってくると「非常
に良い体験であった」というのです。特に社会
福祉施設や，特別支援学校での体験は「非常に
役に立った」と主張しているのです。
　次のスライド13にある新聞記事は，皆様，ご
覧になったかも知れません。20年前になります
が，朝日新聞に「介護体験」と「介護大変」の
文字を引っかけて，実習に行っている学生たち
のちょっとまずい，あるいはトラブルになった
事例が記事になっていました。非常に話題にな
ったテーマです。

　昔は「でもしか先生」という言葉がありまし
たけれども，最近は「なるには先生」です。「先

スライド12
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生になるにはどうしたらいいのだろうか？」と
いうことを前向きに考えていく取り組みになり
ます。一方で，OECDの調査を見ますと，日本
の教員は非常に労働時間が長く，これは世界的
にも話題になっているのです。授業をしている
時間以上に，学校にいる時間が多いということ
です。例えば，生徒指導だったり，保護者との
面談があったり，採点があったり，部活動の指
導があったり，研修会に行ったりなど，そうい
うことで結構教員は忙しいのです。一方で，い
ろいろな保護者や児童生徒がいらっしゃると，
その対応で教員が疲労困憊してしまうことがあ
るのです。このような体験もあって，最近，教
員自身のメンタルヘルスの問題や，バーンアウ
トの問題などになっていると言えます。
　一方で，学生たちにとって授業の他の楽しみ
というと，クラブ活動やサークル活動になるか
もしれません。2009年のデータがなかったので
すが，2004年と2014年，2019年のデータを載せ
てみました。

　日体大という大学を反映していると思います
が，運動部に所属している学生が非常に多いわ
けです。しかし，これは最近の特徴かもしれま
せんが，スポーツをやっている学生でも部活に
あえて入らない，いわゆるフリーで大学生を体
験し，そして大学以外のところでスポーツを体
験する，そういう学生たちがいるように思いま
す。
　ところで，これはマイクロカウンセリングと
の関係になるかもしれませんけれども，学生た
ちが抱えているいろいろな不安や悩みがありま
す。これを調査しますと，やはり「これから自

分はどうしていったらいいんだろうか」「大学
に入ったときまでは良かったのだけれども，入
ってからどうしていいのかなかなかつかみ切れ
ない」など，そういう意味で進路や就職などに
対する悩みや不安を抱えていることが分かりま
す。そういう学生たちが，では次に何をするの
かと言いますと，誰かに相談するのかもしれま
せん。

　大学はどこでもそうですが，学生相談室があ
ります。そこには専門のカウンセラーがいらっ
しゃいます。しかし，学生相談室にはなかなか
足を運びにくいようです。予約制ということも
あるのかもしれないのですが……。そうすると
先ほどの話に戻りますが，仲の良い友だちとか，
あるいは年長の家族とか，そういう人たちにこ
っそり自分の話を聞いてもらっているように思
います。「学生気質」については，「時間は繰り
返す」ということではないでしょうか。今日ご
登壇の先生方が若いときと，現在の年齢になら
れても，あまり変わってないような気がするの
です。ただ，置かれていた社会情勢にうまくマ
ッチングするように，自分を上手に作り変えて
頑張って生きている姿，そのように見えるよう
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な気がしております。時間になってしまいまし
た。ご清聴ありがとうございました。

浅妻　藤田先生，非常に興味深いお話をありが
とうございました。藤田先生はここで，別の会
議がおありになって退出されると伺っておりま
すけれども，ありがとうございました。

藤田　また，後ほど参加させていただきます。

浅妻　それでは，今のお話にもありましたよう
に，学校の，あるいはそういうスクールの現場
というところでご活躍されていらっしゃいます
寺川先生から，スクールカウンセリングの現場
についてお話をいただければと思います。よろ
しいでしょうか。

寺川　はい，よろしくお願いいたします。

浅妻　よろしくお願いいたします。

寺川　はい，それでは画面共有をさせていただ
きます。ただいまご紹介いだだきました寺川と
申します。現在茨城県内でスクールカウンセラ
ーをしております。県の教育委員会からの委託
で公立の小学校，中学校，高等学校といくつか
の学校を担当しております。また私立の学校と
は個人的に契約をして，高等学校に一校勤務し
ております。本日は子どもたちのインターネッ
トとの付き合いということで，学校のスクール
カウンセリングの中で，相談室の中で，児童生
徒から聞いた話の中から「あ，子どもたちって
こんなふうにインターネットと付き合っている
んだな」とか，「こういうネットの使い方をし
ているんだな」とか，特に最近「SNSの使い方
がわりと増えてきているなぁ」と気づかされた
ことについてお話をさせていただきます。特に
リサーチをした結果ということではなく，あく
までも私が話を聞いた中からのお話ですので，
非常に限定的な内容になってしまうかもしれま
せんけれども，先生方の興味に一致するお話が

できればいいかなと思っております。
　子どもたちがSNSをどういうことで使ってい
るのかということですけれども，まず １ つ大き
なものとして，コミュニケーションの手段とし
てSNSを使っているということが挙げられるか
と思います。友達とのコミュニケーション，特
におしゃべりの場として使っているかなと。主
にLINEとかTwitterを使う子どもが多いかなと
思います。LINEですとトーク機能を使ったり
とか，Twitterなどですとダイレクトメール，
あるいはツイートしたことに対するリツイート
であったりとか，コメントを相互に送り合うと
いったことでやり取りをするということがある
ようです。代表的なSNSだとLINEとかTwitter
に な っ て く る か と 思 い ま す が， も ち ろ ん
Instagramを使う子どももいますし，他にもい
ろいろな新しいツールが出てきていますので，
さまざまなものを使ってやり取りをしているか
なと。ただ，今のところ私が聞いている範囲で
は，日常的に多くの子どもが使っているのが
LINEとTwitterであるかなぁというふうに感じ
ております。単なるおしゃべりの手段として，
私たち40代とかその前後では，中高生だった頃
には家に帰ってからのおしゃべりというのは電
話を使って長電話をしていたかと思います。長
電話をして家の回線を占拠しているので，お母
さんから「いい加減にしなさい！」なんて怒ら
れる，そういうことがよくあったかと。それが
携帯電話やスマートフォンの普及によって，家
電（いえでん）からそれぞれの個人所有のスマ
ートフォンであったり携帯電話であったり，年
齢が低いお子さんですと親御さんのものを借り
て通話をするといったようなことがあるようで
すが，最近は通話で楽しむというよりも，
LINEやTwitterなどでメッセージのやり取りを
するということが主流になってきているようで
す。ただ，LINEに関しましてはメッセージの
やり取りだけではなくてインターネット回線を
使って無料通話ができますので，電話で話した
んだという話が時々出てくることがあるのです
が，携帯電話とかスマートフォンの通話アプリ，
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受話器のマークがついているあのアプリで通話
しているのかなと思うとそうではなくて，
LINEの通話機能を使っておしゃべりをしてい
ることもあります。そういったおしゃべりの場
としてSNSを使うだけではなくて，連絡手段と
してもSNSがメインの手段になってきているよ
うです。これは個人間の連絡，遊ぶ約束であっ
たりとか「宿題何だったっけ？」というような
質問であったりとかだけではなく，グループ
LINEでグループ間で情報を共有するというこ
ともあります。例えば「明日の部活何時からだ
よ～」，「みんなに連絡するよ～」というのを，
昔だったら電話連絡網で伝言ゲームのように回
していたものが，LINEのグループトークです
と一斉に配信されて，いっぺんに連絡が完結し
てしまうのです。
　今お話ししたことは，主に学校や塾などでリ
アルにきちんと顔を合わせている，実際に知り
合っている友達とのコミュニケーションや，連
絡についてでしたが，リアルな友達とのコミュ
ニケーションだけではなくて，実際には会った
ことのない友達とのコミュニケーションにも使
っている，ということもよく聞きます。そこで
はおしゃべりをするだけではなく，そもそも友
達を探す出会いの場所としてSNSがある，とい
うことも決して珍しくはないようです。
　特にTwitterなどでは，ハッシュタグという
ものを使ってキーワード検索をすると，共通の
趣味とか興味のあるテーマを持っている，そう
いう人と簡単に知り合うことができるので，コ
メントしたものを読んで書き手をフォローした
り，友達申請をしたりとか，あるいは自分の感
想をコメントに残したりして少しずつ知り合っ
ていく，というようなことがネットの中で起こ
っている。そうすると，学校では出会えない人
と出会う，ということもごくごく当たり前にあ
るようですし，あるいは友達を登録する時に，
友達の友達を友達にするというような，そうい
う繋がり方も多いようです。これは，ユーザー
側が友達の友達を求めて友達を探していくって
いうことも当然ありますけれども，プラットフ

ォームの側から「この人あなたの友達じゃあり
ませんか？」というような形で紹介されるとい
うか，「こういう人いるけど友達じゃありませ
んか？」というような情報が送られてくること
もあるので，そうすると，「この人，友達の友達？　
じゃあ友達になっていこうかな」というふうに
登録をするなんていうことも割とよくあるよう
です。
　LINEとかTwitter，Instagram，TikTokとい
ったさまざまなSNSがありますけれども，中に
はコミュニケーションを取るためのものという
のが，単に表現の場として設定されているので
はなく，知り合うための場として用意されてい
るものもあるようです。出会い系とかマッチン
グアプリなんて言うと，成人が使うものという
ように，ちょっと前まで私はイメージしていま
した。ところが，去年の ７ ， ８ 月頃に中学校 ３
年生から「子どものためのマッチングアプリっ
ていうものがあるんだよ」と聞かされまして，

「実際そこで登録して友達を探して １ つ年上の
友達ができているんだ」とか，「 １ 学年下のお
友達がいるんだ」とか，そういうようなことを
話していました。子ども向けのものとして「ひ
ま部」とか「Yay！（イェイ）」とかがあって，今，
他にもいろいろあるようですけれども，一応そ
の参加条件としては，中学生限定とか高校生限
定というような場が設定されて，そこに子ども
たちが入っていて友達を見つけていくというよ
うなことが行われているようです。あくまでも
設定がそのようになっているというだけですの
で，中に入っている人が，本当に皆正直に中学
生，高校生に限定されているかどうかっていう
ところまでは何とも言えないようですが，子ど
もたちとしてもネットの中の危険性ということ
を全く知らないわけではないでしょうし，やは
り同年代の子とつながりたいというような気持
ちもあるということかなぁと思います。その同
年代の子限定というようなプラットフォームあ
るいはアプリを求めているというのは，同年代
の子とつながりたいというような意識もあって，
そういったニーズに企業側が応えているという
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ようなこともあるのかなと思っています。
　子どもたちからこういったような話を聞いて
いく中で，このようなことがありました。面談
の中で「友達にこういうこと言ったんだ」とか

「○○ちゃんにこういうこと話したんだ」とい
うふうな形で表現された行為が，口頭での伝達
ではない場合が決して珍しくなくなっています。
LINEやTwitterなどでメッセージを送り合って
やりとりをしていることを「言った」とか「話
した」というふうに表現するということが決し
て珍しくないので，「こんなこと言ったんだ」「こ
んなこと話したんだ」と聞いたことを，「あ，
なるほど face to face できちんと会って直接伝
えたのかな」と思い込んで聞いていると，ちょ
っと話がずれてくる。よくよく聞いてみるとち
ゃんと会って話したのではなくて，LINEや
Twitterを介しての伝達であったということも
結構あって，注意が必要だなと思うことがあり
ます。
　それからLINEがないと友達同士のやり取り
から取り残されるリスクがあるということも，
最近の子どもたちの置かれた状況の特徴の １ つ
かなと思います。もちろんLINEがなくてもし
っかり友達同士のやり取りをしていて，きちん
と友達を作って楽しく学校生活を送っている子
もいます。ただほとんどの子がLINEをやって
いて，先ほどお話ししましたように個人同士の
やり取りだけではなくて，部活の連絡や遊び仲
間グループの連絡とかが，LINEのグループト
ークを通じて一斉にやり取りされるという状況
の中では，「LINEのグループで一斉配信したん
だから全員が連絡届いてて当たり前だよね」と
いうような意識で連絡をやり取りする子がたま
にいます。LINEを持っていない子が，そこか
ら取り残されているということに，なかなか配
慮してもらえないということも起こってきます。
そうすると「LINEがないからなんとなく連絡
も届きにくいんだ」とか，「LINEに入っていな
いから，LINEやってないから，スマホ持って
ないから，なんとなく友達の話に入りにくいこ
とがあるんだ」ということを面接の場面で話す

子もいます。このことは，流行のものを知らな
いと話題にのれないという類のことが，まず １
つはあると思います。
　これは例えば，私が小中学生の頃でしたら，
ファミコンとかゲームウォッチとか，そういっ
たものをみんなが当たり前に持っていて，スー
パーマリオとかをプレイしたことがある子がほ
とんどで，皆それを知っていて当たり前だった
りするのに，私はやったことがないからスーパ
ーマリオの話についていけないぞ，というよう
なことはありました。それと同じようなことが
現代においては，スマホを持っていない，ある
いはLINEやTwitterをやっていない，というよ
うなことで起こるということがあります。ただ
それだけではありません。私が子どもの時には，
ゲームボーイやファミコンを持っていなくても，
その話をしている子たちのいるその場に存在す
ることはできたわけなんです。その話について
いけるかどうかってことはまた別なんですけれ
ども。LINEを持っている子たちが当たり前で，
LINEの中で盛り上がっちゃっている子たちが
いると，LINEを持っていない子は，そもそも
その会話の場に物理的に存在することから不可
能である，ということも起こってくるわけです。
だから周りの子たちと環境が違うということが，
以前よりもシビアな感じになってきているのか
なぁというふうに感じることがあります。
　さらに恐ろしいことに，LINEがないと新年
度の友達作りに乗り遅れることさえあるそうで
す。この話を聞いたのはもう10年近く前のこと
なんですけれども。高校 １ 年生が，高校に入学
してどんな子がクラスにいるかなぁと，ドキド
キわくわくしながら教室に入ったら，もうすで
にクラスの中では友達のグループができあがっ
てしまっていた。なぜそんなことが起こってい
たのかというと，高校の入試の発表が終わると
即座に，LINEやTwitter，インターネット上の
掲示板の中で「ほにゃらら高校合格者集まれ！」
みたいな場が設定されていて，そこにみんな集
まっていて友達になっていて，入学式の時にガ
ラッとドアを開けた瞬間にはもう，そういう掲
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示板に登録している子たちは既に知り合いにな
っていて，そこに入っていない子は乗り遅れて
しまうという……。そんな時代に生まれなくて
よかったなと，私は思ってしまったんですけど，
そういったようなこともあるようです。
　次の話題に移りたいと思います。
　おしゃべりをするため，コミュニケーション
のためのSNSっていうことなのですけれども，
仲良くなるということの要素の １ つに，趣味が
合うとか話が合うことがあるかと思います。趣
味が合う人，話が合う人というのが，実際の学
校生活の中で周りにいるかどうか，ということ
が問題になることがあります。周りに趣味が合
う人，話が合う人がいないと，SNSの中に話や
趣味が合う人を求めていくということもあるの
です。ただリアルな場面での知り合いとも当然
やり取りはするので，公式アカウントみたいな
感じで「本アカ」と呼ばれている，学校の友達
にオープンにしているアカウントと，「裏アカ」
と呼んでいる知り合いには秘密にして匿名でや
っているようなアカウントといったように，複
数のアカウントを使い分けて「本アカ」で話す
ことと「裏アカ」で話すことを分けている，と
いうこともよく聞きます。「本アカ」の方では
学校の友達に聞かれてもかまわないことを話す，
公式に話せることを話す。一方で，学校生活で
感じた不満だとか，誰かに対する悪口だとか，
愚痴のようなことを「裏アカ」でこっそりつぶ
やいてみたりする，ということも起こっている
ようです。当然その「裏アカ」はリアルの友達
には秘密のアカウントで，リアルの友達には言
えないようなことを言うわけです。友達の悪口
だけではなくて，心の中で思っているんですけ
れども，みんなの空気を壊さないためには学校
では言わない方がいいよね，というようなこと
も「裏アカ」でつぶやく，そういう使い方をし
ている子もいるようです。リアルの友達には秘
密の「裏アカ」なんですけれども，中には，本
人が信頼できるというふうに思っている一部の
友達だけに，「裏アカ」を教えている場合もあ
るようです。SNSではリアルな知り合いとのや

り取りということも当然しますし，会ったこと
がない人と共通の趣味や関心事を通して知り合
って，そこでやり取りをすることもあるようで
す。興味関心のジャンルが細分化されているな，
ということを最近感じます。以前ですと，アニ
メが好きとかマンガが好きという子たちは，ア
ニメ好きでかたまれるし，マンガ好きでかたま
れるし，アニメ好きとマンガ好きは一緒に仲良
くできました。アイドルが好きだったら，ジャ
ニーズのアイドルが好きっていう子たちはジャ
ニーズのアイドルが好きな子たちで集まれるし，
その中で自分のお気に入りのグループが違った
としても，お互いに褒め合ったり，あるいはち
ょっとからかい合うような形で，一緒にそこで
話題を共有して楽しむことができたと思うので
すけれども，だんだん，興味関心のジャンルが
細分化してきてるというか，話を合わせるとい
うことができない，許容範囲が狭くなってきて
いるようなことが子どもたちに起こっているの
かなと。ストライクゾーンが非常に狭いと言う
か，アニメ好きならアニメ好きでかたまれるか
と言うと，アニメ好きでも，「『進撃の巨人』が
好きだっていう人とじゃないとしゃべれませ
ん」，「『鬼滅の刃』に興味がある人とはしゃべ
るけど，『鬼滅の刃』はまだ見てないんだよと
いう人とは話が合わないよね」，というような
感じです。自分が興味のある作品に，同じよう
に興味を示している人同士じゃないと話が合わ
せられないとか，ジャニーズが好きって言って
も，嵐が好きなら嵐が好きな人同士じゃないと
嫌だ，Hey! Say! JUMPが好きな人と嵐が好き
な人は相容れないとか，なんかそういったよう
なことが起こっていることを耳にします。そう
すると当然身近に話が合う人が見つからない。
確率的にそうなってくるかなと思うのですけど，
特にマイナーなグループやマイナーな作品が好
きな子だと，話が合う人が見つからないという
ことが頻繁に起こってきます。そうすると話が
合う人をどこで探すかと言うと，SNSにその場
を求めるということが起こってくるわけです。
　「本アカ」と「裏アカ」を使い分けるように，
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直接知らない人にだからこそ話せることという
こともあるようです。学校では余計な気を遣っ
てしまって本音を言えないということもちょく
ちょくある。先ほどの先生方のご発表にもあり
ましたけれども，周りの空気を読んで場の雰囲
気を壊すような発言を控えるということは，年
齢とともにだんだん増えていく。そういう気を
遣うことが歳と共に増えていくということが，
先ほどの藤田先生のご発表の中にもありました
けれども，あの傾向というのは2000年代初めだ
けではなくて，2020年代の現在でも同じように
起こっていますし，私の感覚だとあの数字より
ももっと中学生，高校生の段階では周りに気を
遣って，本当に思っていることはなかなか話さ
ないということはよくある話なのかなぁ，とい
うふうに感じています。ただ，言わないでいる
と当然胸がいっぱいになってだんだん重くなっ
てきてしまうので，言えない本音を「裏アカ」
を使ってネットの世界で打ち明けるということ
が起こってきて，そのことによって気持ちをス
ッキリさせる，気分を楽にさせるということが
あるようです。
　コミュニケーション，人としゃべるというこ
とだけではなくて，余暇の楽しみとしてのネッ
ト利用というのもだいぶ幅が拡がってきたなぁ
というふうに感じております。スマートフォン
やタブレットを使える子どもの多くは，テレビ
番組よりも動画を視聴する方が多いかなぁとい
う印象があります。当然テレビ番組を全く見な
いというわけではないんですけれども，放映時
間と同時にリアルタイムで番組を視聴するとい
うよりも，どうしても見たい番組は録画してお
いて後で見る。それよりも動画を視聴すること
に時間を割く子が多いなぁという印象がありま
す。コンピューターゲームは，昔の子どもも今
の子どももよくやっていると思いますけれども，
最近の子たち，まあ子どもだけではなく大人も
そうかなと思うのですけれども，コンピュータ
ーゲームは個人だけで楽しむというものから，
オンラインの中で複数のメンバーで協力しなが
らミッションを進めていったり，あるいはオン

ラインの中にフィールドが設定されていて，そ
の中で闘ったり，競ったりする。闘ったり競っ
たり協力したりする中で，チャットや音声を使
って，会話をしながら遊ぶということがメジャ
ーになってきている，そんなことが起こってき
ていると思います。オンラインでプレイする時
に，学校の友達とオンラインゲームで遊ぶ待ち
合わせをして，「じゃあ今日はみんな『あつま
れどうぶつの森（いわゆる「あつもり」）』のど
こどこの島に集まって遊ぼうね」みたいに約束
をして，お友達とオンラインゲームで遊ぶとい
うことも当然ありますし，オンラインの中に入
ってそこで遊ぶ人を探して，そこでたまたま出
会った人と遊ぶことも当たり前に起こっている
ようです。あと，不登校の子たちも，子どもに
よってはオンラインゲームで遊んでいることが
あります。不登校の生徒の動向を，学校にきて
る子たちから「あの子とオンラインゲームで会
ったよ」なんて，ちょこっと聞くこともありま
す。ただそうやってオンラインゲームの中で気
楽に遊べる子もいれば，当然「学校休んでるく
せに，ゲームなんかしているのはずるい，と思
われてしまうのは嫌だ」ということで，不登校
になってからオンラインゲームからも退いてし
まうというケースもあります。
　それから，ゲームだけではなくて音楽を聴く
のにも，インターネットを利用することが増え
てきています。オーディオ機器を持っていない
ということが珍しくないと，先ほどの藤田先生
の資料の中で，若者が自分専用のものとして持
っているものがいろいろ書かれていましたが，
あの中にあったヘッドフォンステレオであった
りとか，電話だったりとか，テレビやビデオな
どもそうかもしれないですけれども，全てスマ
ートフォンの中にアプリとして入っていて，こ
こから音楽も取り込めるし，見ようと思えばテ
レビを見ることもできるし，というようなこと
が起こってくるわけです。ヘッドフォンステレ
オはもちろん，コンポとかラジオ，CDラジカ
セも持ってないという話を聞くことも決して珍
しくありません。「音楽を聴くと気分転換にな
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るんだ」と話している子に，「気分が落ち込ん
だら，音楽を聴いてもう少しリラックスさせる
のはどう？」というふうに提案すると，「あ，
でも，スマホ使いすぎちゃって親に取り上げら
れちゃってるから，今音楽を聴くことができな
いんだ」と言われてしまって，これはまいった
なぁと思わされてしまったというケースもあり
ました。
　最近の子どもたちはインターネットを利用し
て情報を受け取るだけではなくて，自分から情
報を発信するということもだんだん増えてきて
いるかなぁと思います。表現手段としてインタ
ーネットを使っている。TikTokとかInstagram
とか，YouTubeなどなどですね。小学生です
でにTikTokに動画をアップロードして，「『い
いね』をもらって嬉しかった」っていうような
ことを言っていた子もいますし，「YouTubeチ
ャンネルを持っていて，細々と自分たちで作っ
た動画を公開してるんだ」っていうような話を
中学生から聞いたこともあります。写真を撮っ
てInstagramにのせる，なんていうことも決し
て珍しくないですし，去年おととしあたり流行
ったタピオカミルクティーなんかも，いかにイ
ンスタ映えするかを気にして写真を撮って，な
んてことも，珍しい話ではなく聞いていました。
いろいろな形で，前だったらプライベートに友
達同士だけで共有していたことが，気軽にSNS
を通して世界中に発信されてしまうという，ち
ょっと前には想像もしていなかったようなこと
が起こってきていると思います。
　このような余暇のところだけではなくて，子
どもたちの生活の中心であると望まれているら
しい勉強に関しても，インターネットを活用す
るということが増えてきているなというふうに
思います。自宅学習をしていてわからないこと
が出てきた時にどうするの？　と生徒に尋ねる
と，ちょっと前でしたら友達に聞くとか，親に
聞くとか先生に聞くといった回答が大半だった
のですけれども，最近は，ネットで解説動画を
みると答える子が増えてきました。実際にイン
ターネット上に無料で見られる解説動画という

のが増えていまして，検索するとそういうもの
が結構たくさん出てきて，私が実際に自分で見
たわけではないのですが，聞くところによると
プロの教員顔負けの上手な解説をしている，そ
ういうYouTuberさんだとか，プロあるいはセ
ミプロ的な方が，ネットで解説をしているとい
うものもあるようです。ある意味，恵まれてい
るのかなぁというようなことを感じることもあ
ります。それから，自宅学習に使える便利なア
プリが無料で手に入るということもあります。
実際私も数年前に公認心理師の試験を受ける時
に，大学受験の時には紙の単語帳を使ったんで
すが，紙の単語帳じゃなくてスマホのアプリで
単語帳みたいなのがあるのかなと思って検索し
てみたらありまして，実際使ってみました。便
利でした。そういうのがもう，今の子どもたち
には当たり前になっているんだと感じます。
　それからネットではないですけれども，市販
の参考書にも解説のDVDと映像資料が付いて
ることが多くなっています。数年前に私たちの
グループでマイクロカウンセリングの本を出さ
せていただいた時に，DVD資料を付けさせて
いただきましたけれども，ああいったような事
例場面を提示するといったようなことだけでは
なくて，解説を中心として，映像資料がついて
いたりするそうです。私たちが「いいくにつく
ろうかまくらばくふ」と呪文を唱えて覚えてい
たことが，初音ミクとかが歌うような歌になっ
て，それがDVDとかCDとかに付録としてつい
ていて，その歌を聴きながらさまざまな用語を
覚えていくなんていうことを，中学生から聞い
たこともありまして，時代も変わったなぁとい
うふうに思ったこともあります。
　それから，だいぶ前から塾での授業が一斉授
業だけではなくて，DVD視聴とか衛星中継と
かによって学習するのがメインになっているコ
ースというのもありました。学校教育において
も，インターネットを活用したプログラムが導
入されつつあります。このPower Pointの資料は，
大枠を １ 年前に準備していたんですけれども，
この １ 年の間にガラッと変わりました。GIGA
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スクール構想はもうすでに本格的に始動してい
ますし，実際に公立の学校でも， １ 人 １ 台のタ
ブレット端末の購入が進んでいまして，おそら
く来年度あたりからは，本格的にぼちぼち使わ
れるのではないかなと思っています。それから
今私が勤務している私立の学校ですが，去年の
４ 月 ５ 月と休校になった時と，今年の １ 月に茨
城の感染状況が悪化したために休校措置を取っ
た時に，授業をオンラインで実施しました。そ
の学校ではGoogle Meetを主に使っているので
すが，先生方が授業をするその様子をライブ配
信して，自宅にいながら生徒たちが授業を受け
る，そしてその場で課題をもらって，課題をや
ったら締め切りの時間までにメールで課題を送
信して提出する，というようなやり方をしてい
ました。この １ 年の間に，インターネットの利
用状況というのは非常に大きく変わったなと思
います。学校の授業もそうですし，今，まさに
われわれが体験しているオンラインで研修を受
けるということもそうです。 １ 年前には考えて
もいなかったことが少しずつ当たり前になって，
今，歴史の転換点にいるのではないかなぁとい
うふうに思うこともあります。生徒たちの中に
は一斉授業が苦手で，オンライン授業の方が楽
だったという子もいますし，逆にインターネッ
ト授業はちょっと苦手だという感想を述べる子
もいます。いずれにしろ，これからインターネ
ットを活用した学習というのは，当たり前にな
っていくのではないかなと思います。
　それから親子の会話にもインターネットが使
われることがあります。親への連絡手段として
電話やメールよりもLINEが優先される傾向が
あるとか，親に言いにくいことをLINEで伝え
るというケースもあります。それから，悩み相
談などの込み入った内容を親にLINEで伝える
という話を聞いたこともあります。ここにおい
て友達同士のコミュニケーションと同様に，「言
った」とか「話した」というふうに報告された
行為が，実は口頭での伝達ではなくてLINEの
トーク上であるというのも珍しくない，そうい
う状況になっております。

　このように子どもたちの生活の中に当たり前
にインターネットというものがあって，インタ
ーネットなしに生活するということが，どのく
らい現実的なんだろうなというようなことを考
えてしまうこともあります。インターネットな
しでは，友達とのコミュニケーションが不便で
あるということだけではなくて，そもそも友達
を作るところから不便になってしまうというこ
とも起こっています。それからコミュニケーシ
ョンツールとしてだけではなくて，余暇を過ご
すための道具や勉強道具でもあって，インター
ネットの存在というものも大きくなっているの
かなと思います。ゲームをするとか勉強をする
とか，音楽を聴くとか映像を見て楽しむとか，
何を楽しみ何をするのかという目的やその本質
的なものというのは，私たちが学生だった頃と
そう大きく変わっていないのかもしれません。
しかしそのコンテンツをどこから入手するのか，
何を媒体としてそれを体験するのか，というと
ころは大きく変化してきているのかなぁと思い
ます。そして，こうした状況は非常に便利なん
だろうなぁとも思います。グループ内，部活や
クラスの連絡事項を，昔だったら電話を使って
連絡網で伝言ゲームのように時間をかけてやっ
ていたことが，同じメッセージを全員に一斉に
送ることができるので，みんなが同時に同じ内
容のことを受け取れるので，誤解が少ないとい
うようなこともありますし，手間が省けるとい
う意味では非常に便利だなと思います。
　ただ，一方ネット上のコミュニケーションが
主流になっている中で，文字として伝達される
ことはみんな同じものだけれども，それは皆平
等に受け取れるのだけれども，その文字から受
け取ることをどのように解釈するのかというと
ころでは，非常に受け手の主観や置かれている
状況などで変わってくることもあります。また
文字情報しかない分，視覚情報，聴覚情報，あ
るいは触覚的なものであったりとか，嗅覚的な
ものであったりだとかが不足している分，情報
が限られている中から，いろいろなことを解釈
するので，ミスコミュニケーションが非常に起
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こりやすいということがあります。
　さらには，メッセージを送ったのにすぐに読
んでくれないとか，すぐに返事をくれないとい
うことからトラブルに発展することも珍しくは
ありません。最近ではそこから一歩進んで，メ
ッセージが来たらすぐに読んで送らないと相手
の機嫌を損ねてしまうから，片時もスマホを手
離すことができないので勉強に集中することが
できない。けれども，勉強にスマートフォンを
使っているのでスマートフォンを手放すと勉強
することができないといった，非常にこんがら
がった状況も起こってきています。
　子どもたちは，リアルな友達とインターネッ
トの中でつながるだけではなくて，インターネ
ットの中で友達を探すということも当たり前に
行っています。そうするとLINEやTwitter，
Instagramなどで，友達として登録している人
は非常に多いということはよくあるようです。
ただ，登録している友達が本当の友達なのかど
うかというと，必ずしもそうではないかもしれ
ません。私の感覚からするとそれは単なる知り
合い程度のもので，友達とは違うんじゃないの
かな？　というふうに感じることも結構あるの
ですが，それでも，彼ら／彼女らはそういう人
たちを友達と表現するので，友達をどのように
定義するのかということは，面接の中で丁寧に
確認していかなければならないなぁと思うこと
も多々あります。
　このようなことを通して，子どもたちの置か
れている状況は，インターネットなしでは生活
がだいぶ成り立たないところもあると感じてい
ます。学習もコミュニケーションもオンライン，
インターネットの比率が高まっているってこと
は事実ですし，学校に行かなくても人と会わな
くても勉強できてしまう，ということを子ども
たちは体験してしまいました。先生たちも体験
したわけですけれども。それから，友達とも会
わなくても話せるということも体験してしまっ
ている。そうすると，特に学校が楽しくない子
どもたちの中に，「なんで学校行かなきゃいけ
ないの？」とか「学校なんて行く必要あるの？」

っていうことを言ってくる子がいなくはないわ
けです。また，学校は必要だというふうに感覚
的に思っている私自身も，勉強するだけなら学
校に来なくてもできてしまう，友達とのコミュ
ニケーションも，インターネットがあれば会わ
なくてもできてしまうとなった時に，「じゃあ，
学校って一体何なのだろう？」と考えてしまう
のです。私は学校というものの存在意義を信じ
ていますし，まだうまく説明できるだけのもの
はありませんが，やはりきちんとリアルに会っ
てコミュニケーションをとるということは，イ
ンターネットで体験できることとは比べ物にな
らない，ということを実際に体験してもいます
ので，それは間違いないことであると確信して
います。そもそも人に会わないままで人間生活
が成り立ってしまったら，学校どうのこうの以
前に社会の在り方を考える必要が生じてくるよ
うにも思うのです。直接人と会うということは
絶対必要なことではあると思うのですけれども，
子どもたちに「学校ってなんで必要なの？」っ
ていうふうに問われたときに，それをどのよう
に受け止めてどのように応答していくのか。も
ちろんこちらが答えを提供することだけが正し
いわけではないと思うのですが。私たち １ 人ひ
とりが人と会って話をするということ，メディ
アに頼らない人とのコミュニケーションという
ものに，常に関心を持ち続けていくということ
は必要なのかなと思います。
　それから，先ほどの横田先生のお話の中で，
アニメの描かれ方として，依存するかあるいは
孤立するかというふうに，描かれ方が二極分化
しているというお話があったかと思います。確
かに子どもたちの友達の付き合い方を聞いてい
ると，ものすごく依存して気を遣いすぎて遠慮
してなかなか本音が言えないということもある
かと思うと，一方では言えないからとか言って
傷つかないようにと，適当に距離を置くという
ように孤立を選ぶ子もいます。確かにアニメの
描かれ方と現実の子どもたちのあり様というの
は，共通するところがあるのかなぁというふう
に思ったところです。
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　すみません，予定の時間を超過してしまった
かもしれません。以上で私からの発表を終わり
にいたします。ありがとうございました。

福原　ちょっと私の方から一言。寺川先生はス
クールカウンセラーをやってらして，中高全部
網羅して活躍してやってらっしゃる経験から，
いろいろたくさんのことが出てきて，今日の話
はSNSとか，そういうメディアを通しての人間
関係の問題だったり，とっても豊富な材料なの
でね，私，それを聞いていて，それらをまとめ
られるとすごくいいなぁと思いました。ありが
とうございました。

寺川　はい，ありがとうございます。

浅妻　ありがとうございます。それでは次の方，
田中先生，お願いします。

田中　それでは，画面の方を共有させていただ
きます。
　本日，話題提供させていただきます田中道弘
と言います。本日の話題提供ですけれども，「メ
ディアと若者」に関する話題といたしまして，
情報の特性というものを踏まえながら，若者の
倫理観あるいはメディア心理学の視点で議論を
進めていきたいと思います。
　本日ご説明させていただく内容は，この順番
で説明させていただきます。
　最初に，「若者の情報倫理観」ということで，

「情報の改ざん」の問題や「情報の複製」に関
する問題，２ 番目に，近年問題になっている「量
産されるフェイクニュース」の問題です。特に
若者はフェイクニュースに騙されやすいことが
指摘されます。その特徴について簡単に説明を
させていただきます。それから，そのようなこ
とを踏まえ，現在情報教育で問題になっている
課題について， ４ つの視点から説明をさせてい
ただきたいと思います。
　最初に「若者の情報倫理観」ということで，「情
報の改ざん」の問題についての事例をあげなが
ら説明をさせていただきます。

　最初の例は，少し古い事例です。2003年に起
きた事件で，インターネットを通じて世界23カ
国で140件以上のWebページを改ざんしたとし
て，当時静岡県の私立高校 １ 年生，15歳の男子
生徒が東京地検に書類送検されたという事件が
起こっています。当時イラク戦争が起こってお
り，イラク戦争反対を謳う内容で，Webペー
ジを改ざんしたというものです。この時の少年
のハンドルネームは，GTOでした。GTOとい
うのは，当時非常に人気であったマンガです。
こちらはアニメにもなりましたし，テレビドラ
マにもなりました。そのGTOから取ったハン
ドルネームを使って，世界各国のホームページ
に残していったというものです。ハンドルネー
ムというのは，インターネット上のその人の名
前に相当します。犯行理由は，ゲーム感覚でや
っていたこと，また世界中のハッカーに自分が
こんな技術があるんだぞってことを自慢したかスライド17

スライド18
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ったようです。このことは，仲間に自分のこと
を自慢したいとか，いわゆる自己顕示欲ですね。
ゲーム感覚という視点からは，非常に少年らし
い犯罪ではなかったか？ということが考えられ
ます。
　もう １ つの事例ですが，こちらも同じように
中学生，同じぐらいの世代の事件です。

　こちらは2019年に起こった事件です。当時，
新潟県長岡市の中学校に通う ３ 年生の男子生徒
が，教職員用のパソコンを借りた際に，自ら自
宅から持ってきたような解析プログラムを使っ
て中学校のサーバーにアクセスして，そこから
中学校で利用しているコンピュータのID，パ
スワードを入手し，その結果，教員が使用して
いるコンピュータにもアクセスできるようにな
り，自分の成績を改ざんしたというものです。
このコンピュータですが，通常は当然学校の備
品のため，生徒たちが使えるものではありませ
ん。教員が委員会活動のためということで，教
員用のPCをこの生徒に貸していたというもの
です。この委員会活動というのは，具体的には
給食時間に発表するスライドショーの準備のこ
とを意味しています。どんなことをやっていた
かと言うと，全校生徒に学校行事の写真を見せ
るというものでした。生徒は自分のコンピュー
タの性能では作業が追いつかないということで，
教員側にそのことを訴えて借り，通常は教員に
脇に寄り添ってもらいながら，そのコンピュー
タを使うということでした。時々生徒から教員
が離れてしまうといったこともあったようです。

そのわずかな隙に，中学校のサーバー内にもぐ
りこんだということになります。この生徒が成
績に関して改ざんを行ったのは，社会や美術，
技術家庭で， ５ 段階評定で例えば ３ であったも
のを ４ にするとかというものでした。インター
ネット上の，フェイクニュースでも流れていま
したが，例えば ５ 段階評価の １ を ５ にするとか，
２ を ５ にするというものではありませんでした。
教員用のサーバーの不正アクセスをした理由で
すが，当初は，学校のコンピュータの中に保管
されている内容を見るためだったようです。多
くの場合は，彼が所属している委員会活動で使
う学校の生徒たちの写真を見るのが大きな目的
だったようです。それがだんだん好奇心が勝っ
ていって，その後，成績表なども閲覧すること
になったようです。成績表の改ざんを行った理
由は，親に良い成績を見せたかったとか，高校
入試が有利になると思ったようです。ここでは
やはり好奇心が勝っていた，ゲーム感覚，こう
いったことが影響をしているようです。
　次に，「情報の複製」に関する問題です。

　こちらは，著作権，知的財産権の問題と関係
しているわけですけれども，インターネットや
デジタル技術の発展によって著作物を手軽にコ
ピーし公開できる，そして，公開することが簡
単にできるようになっています。さらに情報を
公開することにより広告費によって，収入を得
られることもあります。YouTubeの場合であ
れば，動画の再生回数によって収入を得られる，
いわゆるお小遣い稼ぎができるというわけです。

スライド19
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デジタル情報ですから，絵も本物とそっくりに
表示できるわけです。音楽情報の場合は音楽の
音質を落とさないまま簡単にコピーし，しかも
大量にそのコピーを全世界に拡散させることが
できるわけです。しかもネットの特性として，
一度流れたものは消えません。そういった問題
が起こっていると。最近では，人気の週刊誌，
マンガとか，雑誌のコピーが発売後 １ 時間以内
にネット上で無断公開されています。音楽もそ
うです。その結果，マンガ家や音楽の演奏家と
か，この著作権に関係する人たちに深刻なダメ
ージを与えています。その一方で，不正にアッ
プした側は，動画の再生回数等によって利益を
得ているということが現状の問題になっている
と言えます。

　スライド21の例を少し見ていこうと思います。
　 １ つ目の例は「神」から転落した中学生。人
気マンガ違法アップと，「漫画村」運営容疑者
を逮捕というものですけれども，いずれもこち
らは，週刊誌や週刊の雑誌，あるいはDVD等
を違法にコピーして，インターネット上にアッ
プして，その結果，著作権法違反で逮捕された
というものになります。例えば，この被害総額
を見てください。この中学生が違法アップロー
ドしたものは，およそ20億円の被害総額と試算
されています。「漫画村」は，アニメーション
専門にインターネット上で違法アップロードし
て，誰でも閲覧できるようにしたサイトです。
ここでの被害総額は約3,200億円と試算されて
います。そして，延べ約 ６ 億 ２ 千万人がこの動

画を閲覧し，その ９ 割以上が日本国内からのア
クセスだったということがわかっています。こ
の事件の容疑者は当時22歳～25歳の若者が中心
でした。
　次に， ２ つ目の情報の複製の問題で，例えば
学校で行っているレポートだとか卒業論文のコ
ピペの問題があります。

　例えば，お茶の水女子大学で卒論の盗用とい
うのがありまして，その ３ 分の ２ が無断引用に
なっていたと。この卒業論文は書籍として出版
され，その結果により事件が発覚したというも
のになります。
　この卒業論文は，2013年 ３ 月にお茶の水女子
大学を卒業した学生のものでした。大学側は，
この盗用に気づかずに最高評価を与えていたと
いうことで，当時の指導教授に対して厳重注意
処分を与えています。一方で，当該学生は，大
学側の事情聴取には応じておらず，また，罰則
規定がなかったとうことで処分は行われていま
せん。その後，この卒業生が出版した書籍は，
版を重ねるにしたがって正しい引用方法になっ
ていったようです。
　次に「騙されやすい若者の特徴」ということ
で，簡単にフェイクニュースの話をしていきた
いと思います。
　例えばフェイクニュースは，個々での作成者
の他に，それを作成するような，専門の機関が
あったりするわけです。問題は，この偽情報，
フェイクニュースを本当かどうか検証できない
若者が増えてきており，同時に，この検証記事

スライド21
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の説明を理解できない若者も増えていることが
指摘できます。
　さらに，『AI vs. 教科書が読めない子どもた
ち』という書籍を出版した，新井という教育心
理とか教育学の研究者がいます。彼女らの研
究・調査からは，基本的な文章読解能力が欠落
した人々がいることがわかっています。特に現
在の中高生に対して読解力テストを行うと，危
機的な状況にあることも指摘されています。こ
のことは機能的識字率の欠如と紹介されていま
す。先生方もご存知の通り，機能的識字という
のは，文章を理解し読み書きできる，あるいは
計算を使いこなせるのが機能的識字になります。
一方で，いわゆる，機能的非識字の問題です。
こちらはごく簡単な文章の読み書きや計算もで
きないような状態，あるいは文字自体を読むこ
とはできても文章の意味や中身，内容を理解で
きないような状態を機能的非識字と呼んでいま
す。近年の共通テストで話題にもなりましたけ
れども，共通テスト対策の中で，国語の中に契
約書の読み方などが出題され話題となりました。
機能的非識字は，実はこういったものと関連し
ていると言われています。
　さて，こういった問題がありますけれども，
じゃあ，どういうふうに克服していくべきか，
課題，現状を説明して，私の問題提起を終わら
せていただきたいと思います。
　 １ つ目は「軽視される情報教育」の問題です。
1993年から2003年までのおよそ10年間，「情報」
が高校で必修になりました。政府は情報モラル

教育を推進していますが，こういったこととは
裏腹に，受験科目ではないということでこの情
報教育が軽視されていることが問題になってい
ます。また，2022年から高校で「情報Ⅰ」とい
うものが新設されます。こちらも現状では，情
報科専任教員の配置が進まず，特に地方ほど情
報教育が軽視されているという傾向が指摘され
ています。このように，情報メディアに関する
人材育成は急務ですけれども，依然としてその
重要性が軽視されているという問題があります。
　 ２ つ目は，「著作権，あるいは知的財産権の
知識不足」という問題があります。

　まず，アニメや漫画の違法コピーの問題です。
先ほども説明しましたように，雑誌が発売され
てから，わずか １ 時間でその内容がインターネ
ット上に拡散しているというような状況です。
アップロード者，いわゆるインターネット上に
あげた人には罰則規定がありますが，視聴者に
は現状では，事実上，罰則規定はありません。
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こういったことからも視聴者へも罰則規定が必
要だと考えられています。
　「著作権，あるいは知的財産権の知識不足」
のもう １ つの問題は，レポートの書き方，ある
いは卒論の書き方の問題です。当然大学では，
こういうことは指導していますし，真面目にや
っている学生はきちんとやっています。けれど
も，そうではない学生が多く，実際には十分浸
透していません。また，遠隔授業の影響で例え
ば遠隔での試験などを実施した場合ですが，コ
ピペとか，カンニングが楽勝だということが，
一部のインターネット用語で「まつり」とかそ
ういうふうに言われています。この問題に関し
ては，引用の方法など情報倫理や著作権に関す
る教育を，今まで以上に徹底することと同時に，
教員側もコピペチェッカーだとか，剽窃チェッ
カー等，専用のソフトがあるので，こういった
対策ソフトを面倒がらずに導入すること，学生
にも伝えることでいわゆる防止策になるのでは
ないかと思います。実際に私もこういったもの
を利用していますが，残念ながらいくつかの大
学でコピペ反応がありました。しかし，それで
も防止策としての一定の効果はあったものと考
えています。
　 ３ つ目に「情報信頼度」の問題です。

　情報を検索する時に，単に検索窓口にキーワ
ードを入れて検索するという問題があります。
これは確かに関連の情報が検索されます。この
検索窓口にキーワードを入れて検索するのは，
ロボット検索と呼ばれるものです。こちらは，

例えばアップロードの早さだとか，閲覧数の多
さによって順位が決められてきます。したがっ
て，その検索窓口から検索した情報の順位は，
信頼性の高さを意味しているわけではありませ
ん。
　こういったことが正しく理解できていない若
者が多いのではないかと思います。対策として
は，例えば，上位検索されやすいWikipediaな
どのサイトを鵜呑みにするのではなくて，専門
の情報検索サイトを活用するとか，専門書や研
究論文など，複数の情報源を必ず確認するとい
う習慣を付けることが重要ではないかと思われ
ます。
　最後に ４ つ目ですけれども，「機能的非識字
率の克服」という問題があります。

　榎本博明氏は，『その「英語」が子どもをダ
メにする』という書籍の中で「日本人の英語教
育熱は高まる一方で，小さいうちから英会話を
覚えると，日本語力が身につかず，読解力・考
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える力が養われない，育成されていないだけで
はなくて，肝心の英語力も向上しない」ことを
指摘しています。義務教育での日本語教育（読
解能力）を向上させることがまずは重要ではな
いか，フェイクニュースに流されないような人
材育成が急務ではないか，と考えています。
　それでは，私の方の発表を終わらせていただ
きます。

浅妻　ありがとうございました。ここまで，そ
れぞれ活躍される場の違う ３ 人の先生方から

「若者とメディア」ということでお話をいただ
きました。いろいろディスカッションはまた，
のちほどにさせていただきたいと思います。次
に指定討論としまして，玉瀬先生にご討論をお
願いしていますので，玉瀬先生，よろしくお願
いいたします。

玉瀬　はい，ありがとうございます。皆さん，
こんにちは。私は玉瀬耕治と申します。よろし
くお願いいたします。私は指定討論ということ
でお話をさせていただくことになっております
が， ３ 人の先生方のお話に対して，それぞれコ
メントするということではなくて，これから私
がお話しすることに対して先生方がお気づきの
ことをお話しいただければと思っています。
　私はアレン・アイビイの発達カウンセリン
グ・心理療法に関心をもっております。これま
でにもこの学会で何度かお話しさせていただい
ております。アイビイはマイクロカウンセリン
グでスキルズアプローチを取りながら，その一 
方でこのDCT：Developmental Counseling & 

Therapyを提唱しております。
　私はこれをカウンセラー養成における車の両
輪であると理解しております。カウンセラー養
成においては，まずどのようにクライエントに
対峙すれば良いのかが問題になります。面接の
技を身につけていなければ，いくら高度な理論
を学んでいても実践には役立ちません。しかし，
逆にいくら技を身につけていても，その技をど
のように使えば良いのかが分からなければ，ク
ライエントにとって意味のあるカウンセリング
を行うことは難しいでしょう。クライエントが，
どの時期のどんな問題に遭遇しているのかを想
定できなければ，不毛な面接を繰り返すことに
なりかねません。

　先ほど，藤田先生には，社会変化に伴う大学
生の変貌について，さまざまな実態に即してお
話しいただきました。寺川先生にはスクルーカ
ウンセラーのお立場から，学校における個々の
子どもたちが抱えるインターネットに関連する
新しい問題をお話しいただきました。また，田
中先生には，情報倫理の観点から今起こってい
る厄介な倫理的問題についてお話しいただきま
した。これらの問題は，マイクロカウンセリン
グとの関連で言えば，マイクロスキル習得の普
遍性と多様性の問題になろうかと思います。す
なわち，私どもがこれまで取り上げてきたスキ
ルは，きわめて普遍性の高い基本的傾聴技法で
ありますが，インターネットに関わる最近の問
題は，今後いかに基本的スキルの中にITリテ
ラシーを組み込めるかにかかっているものと理
解されます。また，DCTとの関連では，時代
とともに，いかにクライエントの発達の様相がスライド29
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IT環境によって変質しつつあるかを探ること
が必要であり，思春期・青年期の若者のさまざ
まな様相について考えてみたいと思います。

　SNS，ゲーム，漫画，アニメ，映画などのメ
ディアを通して，私たちは現代の若者がどのよ
うな問題に遭遇して悩み，傷ついているのか想
像し理解することができると思います。
　先ほどのご講演で横田先生には，「感情の谷
理論」をご紹介いただき，その中で若者はいき
づまって谷に落ち込んでいるというお話をして
いただきました。われわれは自我とか自己を考
える場合，その肯定的側面と否定的側面を見る
ことになります。言い換えますと，光の当たっ
ている部分と闇に隠れている部分，ということ
になります。若者はその光と闇のバランスが崩
れやすいのが常であります。闇の世界に落ち込
みやすいといってもいいでしょう。その闇に落
ちてそこから抜け出すプロセス，すなわち危機
と克服のテーマが重要なものとなります。
DCTに従って，カウンセリングにおいてはこ
のような危機に陥っているクライエントの状況
を的確に理解し，面接プロセスの各段階に即し
て適切に対応していくことが求められておりま
す。
　以下では面接プロセスの各段階におけるクラ
イエントの状態を認知発達的スタイルという観
点で見ていきたいと思います。カウンセリング
面接のプロセスは，普通，次のように考えられ
ていると言えるでしょう。
　すなわち，まず，インテーク面接と呼ばれる
面接があります。ここでは，どのようなクライ
エントが来談したのか，何を話したいのか，今

の状態はどうなのか，どのような生活状況にい
るのかなどなど，カウンセラーとして知ってお
きたい多くのことがあります。しかし，この段
階から流派によって情報収集についての考え方
はさまざまです。こちらからどの程度聴いてお
く必要があるかについては統一された見解はあ
りません。インテーク面接の結果，面接を継続
すると決まった場合，その次の面接からが本格
的な面接となります。後ほど，その初期の段階
についてお話しいたします。物語に起承転結が
あるように，この後の面接には起承転結がある
と言えるでしょう。ここでは初期の段階，中期
の段階，後期の段階，終結の段階として考えて
みたいと思います。これらの各段階をDCT理
論ではどのように見ていくかをお話しいたしま
す。以下ではDCTの ４ つの認知発達的スタイル，
すなわち，感覚運動的スタイル，具体操作的ス
タイル，形式操作的スタイル，弁証体系的スタ
イルという言葉が出てきますのでご注意くださ
い。

　まず，初期面接についてですが，アイビイ先
生は福原先生が監修された日本語版の『発達心
理療法』のビデオの中で，「カウンセラーはク
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ライエントの物語を聴くことから始めなければ
ならない」と言っています。それはどんな物語
なのかということです。ところが多くのクライ
エントは，自分の物語をうまく語ることができ
ません。その物語は曖昧で要領を得ず，分かり
にくく不確かである場合が多いのです。このよ
うな状態をDCTでは感覚運動的スタイルと申
します。クライエントは感情をあらわにし，悲
しみや怒りを前面に出して表現する場合が多く
あります。感情に支配されていると言ってよい
でしょう。そしてその状態はクライエントにと
って，受け入れがたいものであり，クライエン
トは自分でもどうすればいいのか分からないと
言います。私の経験でも，面接の初期にはこの
ようなクライエントが多いと言えると思ってい
ます。
　 １ つアニメからあげますと，高畑勲の「おも
ひでぽろぽろ」という作品の主人公の女性は，
このような初期状態を示していると考えていい
でしょう。この女性は27歳になっているのに，
過去の未整理な問題を解決できず，しばらく仕
事を休んで都会から田舎に移って考えてみよう
とします。自分の問題をどうしたらいいのか分
からなくなったのです。そこで田舎の親戚に行
ってそこで出会った青年に話を聴いてもらうう
ちに，次第に自分がどうすべきかが見えてくる
のです。この時期のクライエントは，物語を作
ったとしても，それはかなり否定的な物語であ
る場合が多いのです。先ほどのアニメの場合は，
カウンセラーではなく田舎で出会った男性に聴
いてもらうのですが，カウンセリングにおいて
は，カウンセラーが時間をかけてじっくりと聴
いていき，否定的な物語がより肯定的なものに
なるように手助けをします。
　面接の初期段階は，物語がどんなものになる
かを見守っていきます。クライエントは断片的
な話をするでしょう。それは人に言いたくない，
悲しい話や恥ずかしい話，不幸な話であること
が多いでしょう。同じ話を何度も何度もします。
許せない話や受け入れ難い話です。いつもそう
なってしまいます。よく話せると，クライエン

トは今までこの話をまともに聴いてもらったこ
とがないと言います。カウンセラーはここで焦
らないことが大切です。できるだけ具体的な話
を聴き，一緒に同じ場面を共有できるようにし
ます。これは具体操作的スタイルに導くためで
す。いつ，どこで，何があったのか，それがど
うなったのかを聴いていきます。これができる
ようになると，クライエントは話をしていると
気が休まった，気持ちがすっきりしたと言うで
しょう。霧が晴れたような気持ちです。これは
認知的な操作ができたことを意味します。

　継続面接の中期は人によって長さがさまざま
です。20回，50回，100回というように長々と
続く場合があれば， ３ 回とか10回など，比較的
短期に終わる場合もあります。徐々に話の核心
部分に迫っていきます。クライエントは隠して
いる部分が多く，なかなか大事な話をしてくれ
ない場合があります。ここでは，話そうとする
気持ちが高まってくるのを，十分に待たなけれ
ばいけません。気持ちがほぐれてくるのを待つ
ことが大切です。初心のカウンセラーはこの段
階で，今は待つべきなのか，もっと先を聴いた
方がいいのか，迷うかもしれません。スーパー
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バイズが必要になるのはこんな時です。スーパ
ーバイザーに話して，待つべきか先に進むべき
かを決める必要があるでしょう。このようにし
てクライエントの物語は次第に明確になり，う
まく面接が進んだ場合は，具体操作的スタイル
から形式操作的スタイルへと移行していきます。

　面接の後期ではどうなるのでしょうか？　初
期の面談で不快な感情が取り払われて物語の見
直しが始まります。新しい物語の始まりです。
今までかたくなに抱き続けていた古い物語を，
距離を置いて見つめられるようになってきます。
この段階の思考様式は，形式操作的スタイルで
あると考えられます。古い物語にも肯定できる
部分があることを認められるようになってきま
す。アニメや映画でも，このようなことが見ら
れます。例えば，今大人気の「鬼滅の刃」は，
家族を鬼に襲われた若者が，鬼になってしまっ
た妹を連れて鬼退治をする物語です。若者は毎
回毎回新しい鬼を倒し，より強い鬼へと迫って
いきます。これは具体操作的スタイルの話です。
鬼を倒すことの意味については，あまり問題に
されていません。しかし憎むべき敵としてしか
見ていなかった鬼に対して，少しずつ鬼への見
方が変わってきます。鬼を受け入れられるよう
になっていくのです。この部分は先ほど，横田
先生のお話だと，ちょっと違っているかもしれ
ませんけれども，ここは想像で考えております。
鬼はある意味で，自分の中にいる影の部分と関
連づけて捉えることができるでしょう。そう考
えると，自己の否定的な部分を受け入れていく
物語として見ることができるかもしれません。
光と闇，光と影の相克の物語として捉えてみる

と面白いのではないでしょうか。スターウォー
ズのシリーズも，そのような物語として見るこ
とができるでしょう。
　終結の段階では，古い物語の意味づけが変わ
ることによって，今までよりも柔軟に行動でき
るようになってきます。

　アニメの「NARUTO」ではナルトとサスケ
の関係が徐々に変化し，自分の中の光と影の関
係になっていることが分かってきます。物語を
語ることによって視野が広がり，自己を肯定的
に捉えることができるようになります。より抽
象的な思考が可能になると言ってよいでしょう。
いわゆる，メタ認知が可能になってくるのです。
今まで否定していた自己を肯定的に捉え，受け
入れることができるようになるのです。そうな
ると，より積極性が増してきて，今まで取り組
めなかった新しいことにも取り組めるようにな
ります。心的外傷後の成長，ポスト・トラウマ
ティック・グロウス（posttraumatic growth）
というのもこのような段階で起こるものと考え
られます。
　以上，述べたことをまとめてみますと，次の
ようになるでしょう。
　まず面接では，クライエントのいま優位にな
っている認知発達的スタイルを見極め，そのス
タイルに沿って面接を始めることが望ましいと
考えられます。感覚運動的スタイルの人は，怒
りや悲しみなどの感情に支配されています。話
にとりとめがなく，順序立てられていません。
面接初期では多くのクライエントがこのような
状態にあると言えるでしょう。具体操作的スタ
イルの人は，話の展開が独りよがりで一方的な
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ものになりがちです。どうでもいいような細か
い話を，いつまでも長々と話す傾向があります。
しかし順序性があるので，話は分かりやすく理
解はできます。ただ，いつも同じような話が繰
り返され，いつのまにか堂々巡りになっている
ことが多いでしょう。

　形式操作的スタイルの人は，自分のことをま
るで他人ごとのように話す傾向があります。自
分では冷静で，正しいことを話していると思っ
ています。そして自己反省的に話します。ただ
し，話は否定的な物語で，そこから抜け出せな
いと訴えます。弁証体系的スタイルの人は，自
己分析的で常に自分を客観視し，高い位置から
自分を見つめようとします。そこには温かい感
情が宿っていないかのようです。夏目漱石の小
説『行人』に出てくる「一郎」はまさにこのよ
うな一面を持っています。あたかも自己の欠点
について，よく理解しているように話します。
しかし「一郎」は重篤な病を抱えているのです。
健康な人では，さまざまな角度から自己を捉え
る視点を持っており，弁証体系的スタイルが優
位な人は，自分の力で環境に合わせて自己変革
できる力を持っています。

　DCTの認知発達的スタイルと，主たるマイ
クロ技法との関連については，スライド40に示
した通りです。これについては，昨年の日本応
用心理学会のワークショップでご紹介しており
ます。要するに，高次の認知機能が働く状態に
進むにつれて，マイクロ技法階層表の，より上
位のものを必要とするということになります。
先ほど横田先生は，あの図によってこの事をお
示しくださいました。たいへんわかりやすい図
を，あれは横田先生が，昨年のワークショップ
で自らお考えいただいたものであります。

　以上，私の指定討論の論点は， １ つは人気ア
ニメの物語は，認知発達論的にはどう捉えたら
いいのか，という問題です。もう １ つは，イン
ターネットの普及拡大に対してマイクロ技法訓
練は，どう対処すべきなのかという問題です。
　ご清聴ありがとうございました。
　それから，スライド42の文献ですけれども，
①から④は午前中にご紹介をした，横田先生の
ご著書です。それから⑤番目は今回のテーマで
あります『発達心理療法』，あるいは『発達カウ
ンセリング・心理療法』と言います。⑥番は私
が大学を退職した時に書いた紀要論文です。
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　以上です。ありがとうございました。

浅妻　ありがとうございました。 ３ 人の方の話
題提供とその話を上手にまとめて問題点を出し
ていただきました。玉瀬先生，皆様，ありがと
うございました。少し残った時間で討論ができ
ればと思いますけれども，いかがでしょうか？
演者の先生方で何かコメント，あるいは他の先
生のご講演に対してのディスカッションがおあ
りになりましたらおっしゃってください。（寺
川先生挙手）寺川先生どうぞ。

寺川　玉瀬先生，ご討論，ありがとうございま
した。マイクロスキルの習得における普遍性と
多様性，ネットの活用が広がる中でどうかとい
う非常に重要なテーマをご提示いただいたかな
と思います。あと，クライエントの理解におけ
る時代の要請，危機への備えということも，や
はり考えていかなければいけない重要な問題か
なというふうに思っております。
　子どもたちがインターネットを使うことが多
くなって，特に友達同士のコミュニケーション
に，インターネットを活用することが多くなっ
てきている中で，ミスコミュニケーションが多
く発生しているように感じる，と先ほど私は申
し上げました。子どもたちのコミュニケーショ
ン・スキルが，未熟であるとか，ちゃんと理解
しきらないで満足してしまう，あるいは諦めて
しまうようなことが，結構増えてきているのか
なと感じています。
　だからこそマイクロスキルを援助者がしっか
り身につけて，きちんと関わるということが重

要になっていくのかなと。こういうふうに関わ
ってもらうとこんな感覚になるんだ，というこ
とを子どもたちに感じてもらう，援助者が良い
コミュニケーションのスタイルを示す，面接の
中でそれを示すことが，良いロールモデルにな
るということに，普遍的な意味はあるのかなと
いうことが １ つにはあります。
　それともう １ つ。先日，LINE相談を試みて
いる方たちの話を聞く機会がありました。元々
電話相談をしている方々だったのですけれども，
最近その電話相談のかけ手がだいぶ高齢化して
きているが，本当はもっと若い人にも相談のニ
ーズがあるのではないか，ということでLINE
を活用した相談を始めてみようっていうことで，
始めたというふうに伺っています。そして実際
にやってみると，LINEの相談であろうとも，
それはその媒体が電話であるか，対面であるか，
ネットであるかということの違いであって，や
はり基礎となるのは傾聴である，基礎的な傾聴
ができていなければLINE相談はできやしない，
ということを実感したということを話されてい
ました。
　そのことを伺って，やはり援助者として対人
援助に関わる場面では，マイクロスキルをしっ
かり習得していくということは，変わらず大事
なことであるし，役に立つ重要なことであるの
かなというふうに思いました。そしてマイクロ
スキルを活用しながら，クライエントがどのよ
うな状況に置かれているのかということを，こ
れまでと同様に丁寧に聴き取っていく中で，ク
ライエントの置かれている状況が，ネットとの
関連においてそのようであるのか，それともネ
ットとの関連とは関係なしにそのようであるの
か，ということをしっかり聴いていくというこ
とは非常に大事なことかなと思いますし，ネッ
トとの付き合いにおいて，どのようなことが起
こっているのかということを，よく聴いていく
ことが大切かなと思います。
　子どもたちがネットを活用することが多くな
って，知らない人とコミュニケーションをとる
ということは，非常にリスクの高いことである
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と思います。ただその一方で，それは危険なこ
とだけではなくて，子どもたちを実際に支えて
いるという面も確かにあるようです。身近な人
には言えないことを，全く知らない人がとにか
く受け容れて聴いてくれたことで，非常に傷つ
いた気持ちが救われて，本当に助かったという
ことを実際に話している子も時々います。ただ
そのことは一方で，先ほどの「孤立と依存」の
問題と関連するのがここなのかなとも思いまし
た。身近な人には言えないこと，遠慮してしま
ってとか，空気を読みすぎてしまって言えない，
ということから諦めてしまうことは，孤立して
いるようなことなのかなと思います。一方で，

「ネットの中の友達は私の話を，全部とにかく
聴いてくれるんだ。だから何でも話せるんだ」
というような依存的な状況なのかなと，先ほど
ふと思いつきました。そんな話を聴いていく中
で，その人の置かれている状況というものを整
理していくことも大事ですし，リアルな世界の
人たちが必ずしも，拒否的なだけではなくても
うちょっとつながれるようなところもあるので
はないかというふうに，子どもたちがリアルな
人とのかかわりの肯定的な側面に気づいていけ
るように話を聴いていく，そこをサポートして
いく，ということも援助者にとって必要なこと
なのかなというふうに考えております。
　以上です。ありがとうございます。

浅妻　先生方，いかがでいらっしゃいますか？
　私もマイクロカウンセリング技法の普遍性と，
時代とともに多様性というのが大事なテーマに
なってくるのではないかと思います。 ２ ， ３ 分
ですけれども，私がやっておりますがん治療に
ついて，マイクロカウンセリングとの関わりに
ついて数枚スライドを使ってご紹介しようかと
思います。
　私は病院にてがん治療をやっております。今，
私たちの分野ではこのAYA世代（Adolescent 
and Young Adults）のがん治療ということが
非常に大事なテーマになっています。AYA世
代というのは15歳から30歳ぐらいまでの若い人

たちのことを指し，この世代に起こるがん，が
ん治療についてお話しします。
　どんな特徴があるかと言うとですね，だいた
い毎年 ２ 万人のこの若い世代がこのがんになっ
ている，この数は私たち日本人全体の人口の ２
％にあたります。そして，そのAYA世代とい
うのはですね，15歳から30歳代ということで，
病気を治療していくとなると環境も変わってい
くし，家庭や学校とかそういった環境，さらに
成人になって社会に出ていくと，社会生活の中
でがんと付き合っていくことになります。成人
のがんと比較することはなかなか難しいんです
けれども，私たち，いろんな施設で見ています
と，大人が向き合うがんと違って，非常に心身
の影響を大きく受ける。それから，今，私たち
ががんの情報としてもっているものというのは，
多くは大人の情報なんですね。実はこういう若
い人たちのがんの治療の情報っていうのが意外
と少ない。彼らは，私たちもそうですけれども，
彼らがどこで医療情報を手に入れるかというと，
いろんなメディアの発展というものがとても欠
かせないんです。今は昔と違ってメディアで情
報をとるということがだいぶできるようになっ
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ている。
　それからこのAYA世代が病気と向き合って
いくというのは，私たち大人が病気と向き合っ
ていくのとずいぶん違います。彼らは，治療は
どうなるのか，学校や生活，それから自分の就
職，仕事への強い不安とか，それから病気その
ものについて考えるところが多いと言えます。
さらに，大人が死と向き合うのとまた違う意味
合いで，このAYA世代が自分の死と向き合う
ことになっていくということで，傾聴，心理的
サポートというのが非常に大事になってくると
いうのが，私たちの思うところであります。そ
して，こういう傾聴や心理サポートに取り組み
ながらがん治療を進めて，さらにいろんなサポ
ート体制を，本当にやっと今，取り始めたとい
うところです。インターネットとか，メディア
の関わりっていうのが非常に大きいというとこ
ろが今の時代であります。一端ですけれどもご
紹介させていただきます。

　先生方いかがでしょうか？　他に何か，ご発
言ありますでしょうか？
　それでは私の方から寺川先生に質問したいん
ですけれども，先生がカウンセリングをされる
時というのは，これから対面ばかりでなくて文
字でカウンセリング，先ほどお話しされていま
したけれども，SNSとかそういったことで，カ
ウンセリングを継続していくということもこれ
からはあると思われます。カウンセリングでそ
ういったツールを活用されていく状況はおあり
になるんでしょうか？

寺川　はい。私自身の実践の場で，文字でのや
り取りでカウンセリングをするということは今
のところないですし，私は多分，文字にしてし
まうと考えすぎてしまうので，すぐには難しい
かなというふうに個人的には感じているところ
です。ただこれは，私の資質の問題でもありま
す。一方で実際に，文字でのやり取りでカウン
セリングをするという試みも既に実施されてい
るようです。たとえば自殺予防であったりとか，

教育委員会でLINE相談というものを実施して
いるという，そういう事例もすでにあります。
やはり子どもたちだと電話でも敷居が高くなっ
てしまって，でもLINEだと利用しやすいので
はないかということで，LINEで相談を受けると
いう，そういう取り組みももうすでに始まって
います。文字でのやり取りに限らず，インター
ネットを使うということであれば，オンライン
での面接を実施したという話も聞いております。
　私の行っている学校のひとつでも，オンライ
ンでのカウンセリングができるように準備を整
えつつあったところはあります。先ほど少しお
話した，Google Meetで授業を実施していた学
校なんですけれども，カウンセリングもプライ
バシーが保たれている部屋で，Wi-Fiが使える
部屋を用意できれば，こちらはオンラインのツ
ールを使って，生徒の方もあのスマホであった
り，タブレットであったり，オンラインで会話
できるツールを持っていますので，生徒が自宅
にいてカウンセラーが学校にいて，そしてオン
ライン上で面接をするということも技術的には
可能，こちらのスキルというよりは，物理的・
技術的には可能です。それが実践できると，実
際もうすでに実践しているという例も聞いたこ
とがありますが，例えば，不登校で学校にこら
れない子，カウンセラーと話をしたいと思って
も，学校という所に行くことに抵抗があって面
接が実施できない子にも会うというか，直接話
を聞くことができる，という可能性もあるかな
と思います。
　ただ一方で，休校期間中に，ネットを使って
遠隔のカウンセリングもできますよ，希望があ
ればどうぞ，とアナウンスはしてみたものの，
実際私の勤めている学校では，オンラインでの
カウンセリングを希望するというような申し出
はなかったので，私自身はまだ遠隔のカウンセ
リングを経験はしていないという状況です。た
だ，これからはどんどん広がっていくっていう
ことも，可能性としては高いかなというふうに
考えております。
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浅妻　そうですね。ありがとうございます。よ
ろしいですか？

福原　玉瀬先生が検討課題の １ つとして挙げら
れているインターネットの普及，拡大に対して
マイクロ技法訓練，あるいはマイクロ技法はど
う対処すべなのかという問題にいろいろ関わっ
てきますよね？

寺川　はい。

福原　だから今後，いろいろ変わってくるかも
しれないけど，プリンシプル（原則的に）はや
っぱりface to faceだという感じでしょ？　仮
にオンラインにして，マイクロ技法をどのよう
に使いこなすかというね……。いろいろありま
すよね。寺川先生の長い経験，20年の経験，さ
らには国資格の資格をもたれるようになった臨
床心理師が，さすがたくさんのデータ，事例を
集められてその視点からそれをまとめていただ
くっていう一端を担っている。たいへん，心強
く思っています。お願いします。

浅妻　そうですね。私もさっきちょっと触れそ
びれたんですけれども，子どものAYA世代に，
こういった病気の説明をしていくというのは，
大人に説明していく以上に時間がかかってです
ね，対面以外の方法っていうのは考えられない
んですね。影山先生がおっしゃったように，そ
の時間が限られているとは言ってもですね，本
当にその対面で，それこそマイクロカウンセリ
ング技法を使って話をしていくということがど
れだけ大事かということを，私たちは痛感して
いるというところです。こういった分野でも，
多様性ももちろんですが，やっぱり，普遍的な

ところがこれからも非常に大事になっていくだ
ろうと思っています。
　先生方，ご発言，何か？　あ，藤田先生。

藤田　田中先生，最後にひとつ教えていただき
たいのです。私が所属する大学でも，何のため
らいもなくコピペしたレポートを提出する学生
がいるのです。どうすれば防げるのでしょう
か？　また，学生をどのように指導したらよい
のでしょうか？　何かサジュスチョンがござい
ましたら教えていただきたいのです。よろしく
お願いいたします。

田中　例えばですね，コピペをしたことがどん
な形で結果が出るかを見せるというのもいいん
じゃないかと思います。
　どこの大学だったかとは言えませんが，私が
担当した授業の中で，どう考えてもおかしいの
でチェックをかけると，コピーの疑い100％で
出てきました。こういったことで，例えばレポ
ートなんかは，最近はもう手書きっていうのは
ほとんどないとは思いますから，データでもら
った物は全部こういうふうにチェックをかけて，
これだけはっきりわかるんだよってことを見せ
ると防止策の １ つになるのではないかと思いま
す。

浅妻　ありがとうございます。よろしいでしょ
うか。はい。
　それでは，こういうオンラインという形で，
少々皆さんやりにくいところもおありになって
たいへん恐縮でしたけれども，これでシンポジ
ウムを終わらせていただきます。ありがとうご
ざいました。
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閉会の辞

浅妻　最後に福原先生から閉会のことばをお願
いします。

福原　本当にありがとうございました。初めて
のZoomカンファレンスが正直どのようにうま
くいくかということで，たいへん緊張していま
したし不安でした。先生方のご協力，熱心な討
論に本当に私も励まされました。
　カウンセリングを教えていて，ジェネレーシ
ョン・ギャップはあるけれども，コミュニケー
ション・ギャップはないと言い張ってきました，
ずっと。今もそう信じているのですけれど。そ
してそれにはマイクロ技法が役立つと。少なく
とも私たち，援助関係に携わる人たちとしては。
　たしかに，よく見ると時代を追って人々の行
動は変わってきているのですよね。特に若い
人々の間では。たとえば，アニメとかファミコ
ンが流行ったのは今の50歳代くらいの方のお若
い頃ですね。その人々は，新人類なんていわれ
ていましたね。私はちょうど学生相談室で学生
さんの対応をやっていた頃で「新人類だからし
ょうがないわね」とか言いながら，一生懸命マ
イクロ的技法を用いて頑張っていたということ
がありました。その次が今40代の方たちで，入
試難な上に就職難といういわゆる氷河期でした。
でも，よく頑張っているなと見ていました。そ
してその方たちは，個々にモラトリアムとかそ
ういう悩みを抱えながら過ごしていたようです。
そのような中で，ファミコンとかパソコンへの
関心とかが発達してきたかもしれません。そん
な中，今30歳代くらいの方の間では，マンガと
かアニメとかへの関心が高まってくるんですよ
ね。これらの傾向は社会的要因によるものと言
えるでしょうね。
　さらに言うと，現在はコロナ禍という要因が
ありまして，人の言動が変わってきたと思われ
ることもあります。コロナという敵（環境的要
因）から自分を守らないといけないわけです。

そこでは「自分 first」となるでしょう。たと
えば先日も私はコンビニで，レジのため並んで
順番を待っていたのですが，ふと列の横にある
陳列棚の品物に関心を持ちよそ見していました
ら，若いアルバイトの学生さんに「並んでくだ
さい」って言われました。一瞬複雑なネガティ
ブな感情が起こりましたが，理解しました。こ
の世代はゆとり世代といわれてきたのです。そ
れまでの詰め込み教育から解放された，だから
のんびりするという若者ばかりではなく，自分
なりに何かを持ち，良くも悪しくも主張するこ
とを学んでいるのではないかと思います。まあ
望めばなにかできるんじゃあないかって。時代
的にも社会的にも教育的に見てもチャンスは増
えている。そのような中，思考の形態も変わっ
てきているのではないかという気がします。ど
のように？　あのつめこみ的な集中的思考を駆
使するだけではなくて，それこそ玉瀬先生のお
話にも出てきたあの形式的操作期の，自己実現
的なものへの思考ですよね。しかもクリエイテ
ィブな。それならば「若者が老人に対し何を言
うか」といって嘆いていないで，その若者の傾
向をポジティブに励ましていくことが大事かも
しれないし，それと共存していくことが大事な
のかなと。人間はマルチな存在です。とにかく
個の背景にあるさまざまな要因から生じるジェ
ネレーション・ギャップはあり，それゆえのコ
ミュニケーション・ギャップも生じるでしょう。
でも私たちは human-in-relation の関係で生き
ています。双方向の丁寧なかかわりによって，
コミュニケーション・ギャップは生じないと信
じています。これは若者世代との関係ばかりで
はありません。その対象は世界のすべての人々
です。手前味噌になるかもしれませんがそこに
はマイクロカウンセリング的な姿勢がたいへん
有効だと思っております。私自身はその研究を
さらに積み重ねていきたいと思っております。
ご一緒に学ばせていただければありがたいと考
えております。
　本日は長時間のご臨席を有難うございました。
先生方も引き続き健康をお大切になさり，コロ
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ナに負けず，頑張ってくださいませ。本当に対
面でお目にかかれますように。
　皆様ありがとうございました。登壇の先生方，
ありがとうございました。最後に業者というよ
り，仲間という感じで，このZoomカンファレ

ンスを支えていただいた旅工房の皆様も―い
わゆる若い世代ですが―頑張ってくださいま
した。御礼を申し上げます。
　＊�世代分類については，市川氏のものを参照

した。
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会務報告

　コロナ禍下の対応として，日本マイクロカウ
ンセリング学会事務局は令和 ２ 年 ４ 月より，テ
レワークを主としております。皆様にはご迷惑
をおかけしていることもあるかと存じますが，
何卒ご寛容のほどをよろしくお願いいたします。

理事会
○�令和元年度第 ３ 回拡大理事会
日　時：令和元年12月 ６ 日（金）　15:00～17:00
場　所：ホテルグランドアーク半蔵門　会議室
出席者：福原眞知子（会長），荻野七重，

影山セツ子，玉瀬耕治，藤田主一，松阪健治，
山本孝子（以上，理事）山口忠厚（相談役），
羽瀧義治（監事），田村真知子，株本和佳子

（事務局）

　これ以降，コロナ感染拡大により，政府によ
る緊急事態宣言発出なども行われたため，本学
会では，通常の対面式での理事会ではなく，福
原会長からのメール，または理事会資料の郵送
などによる持ち回り形式で理事会を開催した。
該当する持ち回り理事会日程と議題は以下の通
り。

〈令和元年度持ち回り理事会〉
１ �）令和 ２ 年 ２ 月19日（水）
　　令和 ２ 年 ２ 月28日（金）
　・�令和元年度第12回学術研究集会（令和 ２ 年

３ 月 １ 日（日）予定），及び令和元年度第 ２
回研修会（ ２ 月29日（土）予定）の中止につ
いて。

　・�変更の了承と確認
　・�役員任期の延長の件
２ �）令和 ２ 年 ３ 月 ６ 日（金）
　・�対面による理事会開催日程うかがい
３ �）令和 ２ 年 ３ 月27日（金）
　・�４ 月12日（日）予定の対面理事会の延長

〈令和 ２年度持ち回り理事会〉
１ �）令和 ２ 年 ４ 月11日（土）
　・�紙媒体による総会開催の件，了承を得る。
２ �）令和 ２ 年 ６ 月18日（木）
３ �）令和 ２ 年 ７ 月 ２ 日（木）
　・�紙媒体による総会資料を会員に配布したこ

とを報告
４ �）令和 ２ 年 ７ 月10日（金）
　・�紙媒体による総会開催の件，了承を得る。
５ �）令和 ２ 年 ８ 月19日（水）
　・�紙媒体による総会の結果報告
６ �）令和 ２ 年11月14日（土）

　上記期間を通し，福原会長と理事の諸先生が
たはメール，電話などによる話し合いを重ねた。
　内容は延期となった研修会，学術研究集会に
ついて，理事・役員の任期延長や，その職務に
ついてなどが主であった。

〈令和 ２年度オンライン理事会〉
○�令和 ２ 年度拡大理事会（ １ ）
日　時：令和 ２ 年11月17日（火）　14:00～15:30
場　所：Zoomによる
出席者：福原眞知子（会長），浅妻直樹，

荻野七重，影山セツ子，玉瀬耕治，冨安玲子，
藤田主一，松阪健治，山本孝子（以上，理事）

○�令和 ２ 年度拡大理事会（ ２ ）
日　時：令和 ２ 年12月19日（土）　14:00～15:30
場　所：Zoomによる
出席者：福原眞知子（会長），浅妻直樹，

荻野七重，影山セツ子，玉瀬耕治，冨安玲子，
藤田主一，松阪健治，山本孝子（以上，理事）

○�令和 ２ 年度拡大理事会（ ３ ）
日　時：令和 ２ 年12月30日（水）　14:00～15:30
場　所：Zoomによる
出席者：福原眞知子（会長），浅妻直樹，

荻野七重，影山セツ子，玉瀬耕治，冨安玲子，
藤田主一，松阪健治，山本孝子（以上，理事）
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○�令和 ２ 年度拡大理事会（ ４ ）
日　時：令和 ３ 年 １ 月30日（土）　14:00～15:30
場　所：Zoomによる
出席者：福原眞知子（会長），荻野七重，

影山セツ子，玉瀬耕治，冨安玲子，藤田主一，
松阪健治，山本孝子（以上，理事）

○�令和 ２ 年度拡大理事会（ ５ ）
日　時：�令和 ３ 年 ３ 月20日（土・祝）　14:00～15:30
場　所：Zoomによる
出席者：福原眞知子（会長），浅妻直樹，

影山セツ子，玉瀬耕治，冨安玲子，藤田主一，
松阪健治，山本孝子（以上，理事）

〈令和 ３年度オンライン理事会〉
○�令和 ３ 年度拡大理事会（ １ ）
日　時：令和 ３ 年 ５ 月29日（土）　14:00～15:30
場　所：Zoomによる
出席者：福原眞知子（会長），浅妻直樹，

影山セツ子，玉瀬耕治，冨安玲子，藤田主一，
松阪健治，山本孝子（以上，理事）

○�令和 ３ 年度拡大理事会（ ２ ）
日　時：令和 ３ 年 ８ 月 ７ 日（土）　14:00～15:30
場　所：Zoomによる
出席者：福原眞知子（会長），浅妻直樹，

影山セツ子，玉瀬耕治，冨安玲子，藤田主一，
松阪健治，山本孝子（以上，理事）

〈令和 ３年度持ち回り理事会〉
１ �）令和 ３ 年 ９ 月 ９ 日（木）
　・�他学会との関連業務

学術研究集会
○�令和元年度第12回学術研究集会
　令和 ２ 年 ３ 月 １ 日（日）　アルカディア市ヶ谷

（私学会館）での開催予定をコロナ禍により延期。
但しこれについては，日本学術会議からの名義
後援もいただいており，プログラムは完成され
ており，次回においてはそれを踏襲する予定。

○�令和 ２ 年度第12回学術研究集会
日　時：令和 ３ 年 ３ 月14日（日）　10:00～16:40
全体テーマ：�若者とメディア―マイクロカウン

セリングの視点から―
場　所：Zoomによる
 〈午前の部〉
テーマ：アイディアから基礎，そして実践へ
内　容： 1 . 講演　（荻野七重先生）
　　　　 2 . �パネルディスカッション�  

（テーマをふまえての自由討論）
 〈午後の部〉
テーマ：若者とメディア
内　容： 1 . 講演　（横田正夫先生）
　　　　 2 . シンポジウム

研修会
　令和元年度第 ２ 回研修会（令和 ２ 年 ２ 月29日

（土）　アルカディア市ヶ谷（私学会館）にて開
催予定）をコロナ禍により中止して以降，開催
を希望するお問い合わせ数多くいただいており，
コロナ禍下の研修方法を検討している。

総会
　令和 ２ 年度，及び令和 ３ 年度の日本マイクロ
カウンセリング学会総会については，コロナ禍
のため，報告及び審議事項を書面で会員の皆様
に郵送し，内容に対する賛否に関して同封のハ
ガキの返信をもってご回答いただいた。さらに，
令和 ２ 年度，及び令和 ３ 年度の報告及び審議事
項について，過半数の承認が得られたことを，
会員の皆様にはがきでご連絡させていただく形
をとった。

○�令和 ２ 年度総会　報告
１ ．�会長挨拶� 福原
２ ．�報告事項
　 １ �）令和元年度活動報告
　　��研修委員会� 影山
　　��機関誌編集委員� 山本
　　��広報委員会� 森山
　　��倫理委員会� 浅妻
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　　��財務委員会� 松阪
　　��他学会との関係� 藤田
　　��令和元年度学術研究集会� 福原
　　��任期満了に伴う役員の選出� 福原
３ ．�審議事項
　 １ �）令和元年度収支決算及び�  

同 ２ 年度予算（案）� 松阪
　 ２ �）役員の任期� 福原

○�令和 ３ 年度総会　報告
１ ．�会長挨拶� 福原
２ ．�報告事項
　 １ �）令和 ２ 年度活動報告
　　�研修委員会� 影山
　　�機関誌編集委員� 山本
　　�広報委員会� 森山

　　�倫理委員会� 浅妻
　　�財務委員会� 松阪
　　�他学会との関係� 藤田
　　�令和 ２ 年度学術研究集会� 福原
　　�任期満了に伴う役員の選出� 福原
３ ．�審議事項
　 １ �）令和 ２ 年度収支決算及び�  

同 ３ 年度予算（案）� 松阪
　 ２ �）役員の任期� 福原

学会費について

　日本マイクロカウンセリング学会では，コロ
ナ禍という状況を鑑み，令和 ２ 年度から令和 ３
年度までの学会費については頂戴しないことを
決定している。
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〈本誌の内容にかかわる「人間の発達」を多面的に眺めてカウンセリングを考える新装版の紹介〉

『発達心理療法』
福原眞知子・仁科弥生 共訳　（1991） 丸善出版 ／ 〔新装版〕（2019） 川島書店

　原著はIvey, A. E., （1986）, Developmental Therapy （Jossey-Bass Inc., Publishers） 翻訳版の再販で
す。翻訳の初版はちょうど30年前のことです。翻訳は難解であり時間を要しました。当時はあまり多
くの読者に読んでいただけなかったようです。
　発達といえば心理学には伝統的な「発達心理学」のジャンルがあり，すでに人間の発達（年齢にと
もなう心身の変化，すなわち縦の発達・変化）は自明のこととし，対象となる人間の発達にかかわる
諸条件を意識した発達（すなわち横の発達・変化）と「カウンセリング」は結びつかなかったのでは
ないかと思います。
　後者はいわゆるマルティカルチュラル（多重文化的）人間の発達的変化を意識したものです。原著
者アイビイは早くからこれに関心を持ち，カウンセリングや心理療法に取り入れました。そしてこれ
をカウンセリング心理学の柱の一つとして重要なものとしています。一方「カウンセリング心理学」
ということばが日本で用いられるようになったのは少しあとの1980年代です。
　米国より到来した「カウンセリング心理学」はそもそも，開発的，教育的カウンセリングを基本と
しており，当然人間の全人的発達のプロセスを無視することはできないものなのです。1950-1960年
代に米国で，心理学とカウンセリングを学んだカウンセリング心理学者のアイビイ博士はこのコンセ
プトをいかに実際に結び付けるかを考えたようです。そして彼には理論と実際を一体化（統合）する
という考えを展開していくためには，納得のゆくものが必要であったのです。カウンセリングは，人
間および発達する人間を対象とすることへの認識が必要であると意識したのです。これがこの『発達
心理療法』（Developmental Therapy, DT）と彼が命名した本著です。カウンセリングや心理療法に
は「理論と実際」に関する書物は多数あるようですが，彼のこの試みは，画期的なものといえると思
います。個人尊重を掲げるマイクロカウンセリングの開発者ならではの所産であり，マイクロカウン
セリングと両輪になるものであると考えるようになったようです。アイビイはこのようなコンセプト
を温存しながら，その構想をかためたようです。ちょうどそのころ，“Is Love Universal？―From 
the Viewpoint of Counseling Adolescents” （Fukuhara, M., 1984, Paper presented at the 42nd annual 
conference of International Association of Psychologists, Mexico） を読み狭・広義の文化理解/通文
化的，多重文化的人間理解に拍車がかかったようで，拙著論文がのちのアイビイによる著作に役立っ
たのは光栄の至りです。
　原著draft 執筆のプロセス（1982-1986）で，コメントを求めて彼から送られてきたファックスはい
まだに貴重な資料として福原は温存しております（当時はインターネットもなくこれが最速の唯一の
手段でした）。
　さてこのようにして完成された原著には，Developmental Therapyとの表題がつけられました。こ
れを翻訳するのに，とくに ʻTherapy’ をどうとらえるか，そのままいわゆるセラピイではない，まし
て日本語の「治療」ではないと私は考えました。直訳ではアイビイのカウンセリング心理学における
情熱が伝わらないのではないかと。アイビイとの再三のやり取りの果て私はそのコンセプトを最大限
に生かすものとして，『発達心理療法』と題しました。したがってここでの心理療法にはカウンセリ
ングを含めて，「発達カウンセリング・心理療法」の意味をもっています。
　原書出版直後アイビイはこのコンセプトへの理解を促すため，Developmental Counseling  and 
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Therapy （DCT） と題するビデオテープを出版し，福原にその翻訳を依頼してきました。これは拙訳・
監修のもと丸善出版から出版され，各種の教育機関でも多用されているようです（Ivey, A.E. & Ivey, 
M.B., 福原眞知子訳・監修, （1994）, 『発達心理療法』（全 4 巻, VHS），丸善出版）。
　これらをもってしてもこのコンセプトには著者の人間についての奥深い哲学，カウンセリング，対
象者としての人間への深い洞察，それへの多重文化的カウンセリングがつながった，難解なものです
が，読者諸氏におかれては，丁寧な指導をうけられ，深く洞察され，学習されることを期待しており
ます。マイクロカウンセリングの姿勢，この発展的所産としての発達心理療法（発達カウンセリング・
心理療法）は，カウンセリング心理学，臨床心理学，発達などを学ばれる方の必読書と思います。
　このような書籍が，川島書店のおはからいで，2019年に再販されることになりましたのは，至上の
幸いと言わざるを得ません。本書の重要性に気づきその再販をうながしてくださった川島書店，杉秀
明氏，およびそれを快く受諾してくださった川島書店社長中村裕二氏に感謝申し上げます。現在コロ
ナ禍を経験した人々がその人間性を再認識し，危機的状況にポジティブに対処していくうえでも貢献
しうるものであればと思う次第です。
　ちなみに川島書店は，福原がfirst author（筆頭執筆者）として手掛けた『マイクロカウンセリング』

（1985）の出版会社です。その他，『マイクロカウンセリングの歩みと展望』（2007）および『マイク
ロカウンセリングの展開』（2012）など（いずれも福原眞知子監修, 日本マイクロカウンセリング学会
発行）を出版しています。これらはマイクロカウンセリング，日本のマイクロカウンセリング，その
拠点である日本マイクロカウンセリング学会を理解する上で役立つ資料かと思います。ご高覧くださ
い。

� 福原眞知子






